
　

タイトル 責任 (1)

著者 吉田, 敏雄; YOSHIDA, Toshio

引用 北海学園大学法学研究, 50(2): 285-312

発行日 2014-09-30



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

論

説
・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

責

任

⑴

吉

田

敏

雄

１

総
説

責
任
主
義
と
責
任
概
念

責
任
主
義
「
責
任
な
け
れ
ば
刑
罰
な
し
」
は
罪
刑
法
定
主
義
「
法
定
構
成
要
件
な
け
れ
ば
刑
罰
な
し
」
と
並
ぶ
法
治
国
刑
法
を
支
え
る

北研50(2・ )1 285

責 任 ⑴

目

次

１

総
説

責
任
主
義
と
責
任
概
念

⑴

責
任
主
義

Ａ

責
任
主
義
の
機
能

Ｂ

責
任
主
義
と
憲
法

⑵

責
任
概
念

⑶

責
任
主
義
と
意
思
自
由

Ａ

ド
イ
ツ
語
圏
刑
法
学
に
お
け
る
歴
史
的
経
緯

Ｂ

ド
イ
ツ
語
圏
現
代
刑
法
学
の
状
況

ａ

ド
イ
ツ

ｂ

オ
ー
ス
ト
リ
ア

ｃ

ス
イ
ス



礎
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
刑
法
第
四
六
条
（
量
刑
の
原
則
）
第
一
項
第
一
文
は
、「
行
為
者
の
責
任
が
、
刑
の
量
定
の
基
礎
で
あ
る
」
で
あ
る
と

定
め
る
。
本
条
は
、
責
任
が
刑
罰
の
上
限
を
画
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
個
別
事
案
に
お
け
る
具
体
的
刑
罰
の
刑
量
原
則
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
立
法
者
は
、
刑
罰
を
予
防
目
的
に
役
立
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
な
に
よ
り
も
、
責
任
調
整
に
役
立
た

せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
第
四
条
（
責
任
な
け
れ
ば
刑
罰
な
し
）
は
、「
有
責
に
行
為
し
た
者
だ
け
が
可
罰
的
で
あ
る
」

と
定
め
、
同
第
三
二
条
（
刑
の
量
定
の
一
般
原
則
）
第
一
項
は
、「
刑
の
量
定
の
基
礎
は
、
行
為
者
の
責
任
で
あ
る
」
と
定
め
る
。
ス
イ
ス

刑
法
第
四
七
条
（
量
刑
の
基
本
原
則
）
第
一
項
第
一
文
は
、「
裁
判
所
は
刑
を
行
為
者
の
負
責
に
応
じ
て
量
定
す
る
」
と
定
め
る
。
ド
イ
ツ

刑
法
、
ス
イ
ス
刑
法
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
第
四
条
に
相
当
す
る
明
文
の
規
定
は
存
在
し
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
責
任
が
可
罰
性
の

前
提
要
件
で
あ
る
こ
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
の
刑
法
に
も
責
任
の
定
義
は
見
ら
れ
な
い
。
責
任
の
理
解
に
は
変
遷

が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
今
日
で
も
責
任
概
念
は
論
争
の
主
題
で
あ
る
。
日
本
の
刑
法
典
に
は
、
ド
イ
ツ
刑
法
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
の
上

記
条
文
に
該
当
す
る
規
定
は
存
在
し
な
い
が
、
責
任
が
刑
罰
の
基
礎
で
あ
り
、
量
刑
の
規
準
で
あ
る
こ
と
は
、
学
説
上
一
般
に
認
め
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
判
例
は
責
任
主
義
を
徹
底
さ
せ
て
い
な
い
（
結
果
的
加
重
犯
に
お
け
る
加
重
結
果
に
過
失
を
要
し
な
い：

最
判
昭
和

二
六
・
九
・
二
〇
刑
集
五
・
一
〇
・
一
九
三
七
、
最
判
昭
和
三
二
・
二
・
二
六
刑
集
一
一
・
二
・
九
〇
六
。
違
法
性
の
意
識
ま
た
は
違
法

性
の
意
識
の
可
能
性
を
要
し
な
い：

最
大
判
昭
和
二
三
・
七
・
一
四
刑
集
二
・
六
・
八
八
九
、
最
判
昭
和
二
五
・
一
一
・
二
八
刑
集
四
・

一
二
・
二
四
六
三
）。

⑴

責
任
主
義

Ａ

責
任
主
義
の
機
能

有
責
に
行
為
を
す
る
者
だ
け
が
可
罰
的
で
あ
る
。
こ
れ
が
責
任
刑
法
で
あ
る
。
責
任
は
責
任
主
義
（S

ch
u
ld
-

p
rin
zip

）
と
責
任
概
念
（S

ch
u
ld
b
eg
riff

）
に
分
け
て
論
じ
ら
れ
る
。
責
任
主
義
は
、
刑
罰
の
前
提
と
し
て
責
任
を
要
す
る
と
い
う
原
理
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で
あ
っ
て
、
刑
法
を
責
任
刑
法
と
し
て
特
徴
づ
け
る
が
、
逆
に
、
そ
こ
か
ら
「
刑
罰
な
け
れ
ば
責
任
な
し
」
と
い
う
こ
と
を
導
く
こ
と
は

で
き
な
い
。
可
罰
性
に
は
、
責
任
の
ほ
か
に
刑
罰
に
よ
る
予
防
の
必
要
性
の
有
無
も
必
要
で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
責
任
は
あ
る
が
、

刑
事
政
策
的
観
点
か
ら
予
防
の
必
要
性
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
責
任
主
義
は
積
極
的
に
刑
罰
を
基
礎
づ
け
る
機
能
と
、
消
極
的
に

刑
罰
か
ら
保
護
す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
。
有
責
な
行
為
者
だ
け
が
処
罰
さ
れ
う
る
の
で
あ
っ
て
、
有
責
で
な
い
行
為
者
は
刑
罰
を
恐
れ

る
必
要
は
な
い
「
責
任
な
け
れ
ば
刑
罰
な
し
」（K

ein
e S

tra
fe o

h
n
e S

ch
u
ld
＝
n
u
lla p

o
en
a sin

e cu
lp
a

）。
最
後
に
、
責
任
原
理
は

刑
罰
限
定
機
能
も
有
し
て
い
る
。
責
任
に
応
じ
た
刑
罰
し
か
許
さ
れ
ず
、
責
任
を
超
え
る
刑
罰
は
許
さ
れ
な
い
か
ら
で

１
）

あ
る
。

行
為
の
可
罰
性
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
構
成
要
件
該
当
性
、
違
法
性
と
並
ん
で
、
有
責
に
行
為
を
し
た
か
否
か
と
い
う
、
責
任
そ
れ

自
体
の
認
定
が
必
要
で
あ
り
、
且
つ
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
（
問
い：

人
が
有
責
で
「
あ
る
か
否
か
」）。
犯
罪
概
念
要
素
と
し
て
の
責
任
が

刑
罰
の
基
礎
で
あ
る
と
い
う
そ
の
任
務
に
よ
っ
て
、
責
任
認
定
は
刑
罰
基
礎
づ
け
責
任
（S

tra
fb
eg
ru
n
d
u
n
g
ssch

u
ld

）
と
も
呼
ば
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
概
念
は
、
刑
法
の
検
証
に
と
っ
て
、
責
任
が
充
足
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
が
重
要
だ
と
い
う
意
味
で
、
形
式
的
・

静
的
に
の
み
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
。
こ
の
概
念
は
、
む
し
ろ
、
実
質
的
、
数
量
化
で
き
る
大
き
さ
を
も
っ
た
概
念
で
あ
る
。
人
は
よ

り
重
い
ま
た
は
よ
り
軽
い
責
任
を
担
い
う
る
。
刑
罰
根
拠
づ
け
責
任
は
、
法
益
侵
害
に
応
じ
て
軽
重
の
あ
る
不
法
に
関
係
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
数
量
化
の
可
能
性
は
と
り
わ
け
責
任
そ
れ
自
体
の
性
質
に
根
ざ
し
て

２
）

い
る
。

責
任
は
犯
罪
概
念
要
素
と
し
て
の
責
任
と
し
て
も
、
量
刑
の
た
め
の
基
礎
と
し
て
も
同
一
で
あ
る
。
犯
罪
概
念
要
素
と
し
て
は
、
行
為

が
そ
も
そ
も
行
為
者
個
人
に
非
難
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
だ
け
が
問
題
と
な
り
、
量
刑
の
領
域
で
は
、
責
任
の
正
確
な
測
定
、
つ
ま
り
、
量

的
拡
大
が
問
題
と
な
る（
量
刑
法
の
意
味
で
の
責
任
概
念
。
問
い：

「
ど
の
く
ら
い
」）。
犯
罪
概
念
要
素
と
し
て
の
責
任
は
責
任
の
分
量
を
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特
徴
づ
け
る
す
べ
の
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
刑
罰
根
拠
づ
け
責
任
の
意
味
に
お
い
て
責
任
を
問
わ
れ
る
行
為
不
法
と
結
果
不
法
の
場
を
背

景
に
は
じ
め
て
、
責
任
の
分
量
が
量
刑
理
由
に
応
じ
て
変
化
し
う
る
。
行
為
者
関
係
的
要
素
を
取
り
入
れ
た
責
任
概
念
で
は
、
犯
罪
概
念

要
素
と
切
り
離
さ
れ
た
純
粋
の
量
刑
責
任
と
い
う
も
の
を
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
る
。「
刑
罰
基
礎
づ
け
責
任
は
量
刑
責
任
（S

tra
f-

zu
m
essu

n
g
ssch

u
ld

）
の
基
礎
で

３
）

あ
る
」。

学
説
に
は
、
犯
罪
概
念
要
素
と
し
て
の
責
任
と
量
刑
領
域
に
お
け
る
責
任
は
全
く
異
な
っ
た
概
念
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
見
ら
れ
る
。

デ
イ
ー
テ
ル
ム
・
キ
ー
ナ
ツ
ペ
ル
等
に
よ
る
と
、
犯
罪
概
念
要
素
と
し
て
の
責
任
概
念
は
責
任
の
形
式
的
概
念
的
構
造
を
確
定
す
る
が
、

量
刑
責
任
は
内
容
的
に
、
行
為
者
の
個
人
的
責
任
の
大
き
さ
を
量
定
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
量
刑
責
任
の
次
元
で
、
刑
事
裁
判
官
は
、
一

方
で
、
結
果
無
価
値
並
び
に
、
行
為
無
価
値
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
他
方
で
、
心
情
無
価
値
、
つ
ま
り
、
犯
罪
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
法

敵
対
的
態
度
の
程
度
、
性
格
的
欠
陥
、
害
悪
性
向
、
犯
罪
歴
等
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
量
刑
責
任
は
抽
象
的
な
刑
罰
基
礎
づ
け

責
任
と
は
異
な
り
、
事
例
ご
と
に
変
化
す
る
量
化
で
き
る
概
念
で
あ
る
と
（g

ra
v
io
re cu

lp
a
,g
ra
v
io
r

４
）

p
o
en
a

）。
こ
こ
で
は
、
犯
罪
概

念
要
素
と
し
て
の
責
任
は
形
式
的
・
静
的
範
疇
で
あ
り
、
量
刑
責
任
は
実
質
的
・
量
的
範
疇
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
犯
罪
概
念
要
素
と
し
て
の
責
任
と
量
刑
責
任
を
量
的
に
異
な
る
あ
る
い
は
質
的
に
異
な
る
と
い
う
見
解
は
適
切
で
な
い
。
行

為
者
の
刑
法
上
の
責
任
は
犯
罪
概
念
要
素
と
し
て
も
量
刑
の
基
礎
と
し
て
も
同
一
で
あ
る
。
刑
法
の
責
任
が
様
々
な
側
面
か
ら
考
察
さ
れ

る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
犯
罪
概
念
要
素
と
し
て
は
、
行
為
者
に
犯
罪
類
型
的
責
任
が
、
し
た
が
っ
て
、
行
為
が
そ
も
そ
も
個
人
的

に
非
難
さ
れ
う
る
の
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
量
刑
の
領
域
で
は
、
責
任
の
精
確
な
程
度
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

犯
罪
概
念
要
素
と
し
て
の
責
任
も
量
刑
責
任
も
、
不
法
が
責
任
の
決
定
に
関
与
す
る
限
度
で
、
責
任
は
所
為
の
不
法
を
包
含
し
て

５
）

い
る
。
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責
任
主
義
と
取
り
違
え
て
な
ら
な
い
の
は
、
責
任
説
（S

ch
u
ld
th
eo
rie

）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
不
法
の
意
識
が
故
意
の
内
容
を
成
す
と

い
う
故
意
説
と
は
違
っ
て
、
故
意
を
不
法
の
意
識
か
ら
切
り
離
す
説
で
あ
る
。
故
意
が
不
法
の
意
識
を
包
含
す
る
か
否
か
の
論
争
は
責
任

主
義
と
は
関
係
が

６
）

な
い
。

Ｂ

責
任
主
義
と
憲
法

日
本
国
憲
法
は
、
そ
の
第
三
一
条
、
第
三
九
条
前
段
及
び
第
七
三
条
第
六
号
但
し
書
き
に
お
い
て
罪
刑
法
定

主
義
に
関
す
る
明
文
の
規
定
を
お
い
て
い
る
。
責
任
主
義
に
つ
い
て
は
、
明
文
の
規
定
は
な
い
も
の
の
、
憲
法
第
一
三
条（
個
人
の
尊
重
）、

憲
法
第
一
四
条
（
法
の
下
の
平
等
）
に
よ
っ
て
間
接
的
に
保
障
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
個
人
と
国
の
緊
張
関
係
に
つ
い
て
重
要
な

意
義
を
有
す
る
責
任
主
義
が
憲
法
上
の
礎
を
有
し
な
い
わ
け
が
な
い
の
で

７
）

あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
人
間
の
尊
厳
の
不

可
侵
（
基
本
法
第
一
条
第
一
項
）、
人
格
の
自
由
な
発
展
へ
の
権
利
（
基
本
法
第
二
条
第
一
項
）
及
び
法
治
国
主
義
か
ら
間
接
的
に
責
任
主

義
を
導
出
し
て

８
）

い
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
法
の
下
の
平
等
（
連
邦
憲
法
第
七
条
）、
無
罪
推
定
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
六
条
第
二

項
。
無
罪
推
定
（U

n
sch

u
ld
sv
erm

u
tu
n
g

）
と
い
う
場
合
に
使
わ
れ
るS

ch
u
ld

と
い
う
概
念
は
実
質
的
な
有
罪
条
件
の
全
て
を
指
す
の
で

あ
る
が
、同
時
に
、犯
罪
概
念
と
し
て
の
責
任
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
有
罪
宣
告
で
き
な
い
と
い
う
の
が
欧
州
各
国
の
共
通
理
解
で
あ
る
）、

罪
刑
法
定
主
義
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
七
条
）
の
解
釈
（
犯
行
時
に
「
可
罰
的
」
な
行
為
と
い
う
の
は
、
責
任
も
認
め
ら
れ
ね
ば
な

ら
な
い
と
理
解
さ
れ
て
い
る
）、
人
間
の
尊
厳
の
尊
重
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
三
条
。
刑
罰
は
人
間
の
尊
厳
に
か
か
わ
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
責
任
要
素
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
、
限
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
）
か
ら
間
接
的
に
導
か
れ
る
。
平
等
原
則
は
、
関
係
者
を
保
護

す
る
た
め
の
、
実
質
的
に
差
異
化
す
る
事
物
性
と
比
例
性
の
命
令
を
含
む
。
事
物
性
に
属
す
る
の
が
、
法
秩
序
と
社
会
の
価
値
観
念
に
基

づ
く
判
断
、
し
た
が
っ
て
、
行
為
者
の
所
為
へ
の
内
的
態
度
に
そ
れ
ぞ
れ
応
じ
た
刑
罰
の
個
別
化
の
必
要
性
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

感
情
的
有
罪
判
決
も
所
為
結
果
そ
の
も
の
へ
の
図
式
的
照
準
合
わ
せ
も
食
い
止
め
ら
れ
る
。
責
任
と
刑
罰
の
間
の
比
例
性
は
、
責
任
の
中
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に
見
出
さ
れ
る
、
行
為
者
の
所
為
へ
の
個
人
的
態
度
を
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
予
防
的
刑
罰
目
的
も
責
任
関
連
性
な
し
に
は
基

礎
づ
け
ら
れ
え
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
正
義
の
利
益
と
行
為
者
の
保
護
の
た
め
に
過
剰
な
刑
罰
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
と

９
）

な
る
。
ス
イ
ス
で

は
、
判
例
が
責
任
主
義
を
連
邦
刑
法
の
原
則
で
あ
る
こ
と
を
承
認
し
て
い
る
が
、「
法
律
な
け
れ
ば
刑
罰
な
し
」に
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

な
憲
法
上
の
独
立
し
た
原
則
と
は
み
て
い
な
い
。
し
か
し
、
連
邦
裁
判
所
は
責
任
主
義
の
（
明
白
な
）
侵
害
が
あ
れ
ば
連
邦
憲
法
第
九
条

の
意
味
で
の
恣
意
性
を
認
め
る
の
で
、
こ
の
か
ぎ
り
で
責
任
主
義
に
は
憲
法
上
の
地
位
が
認
め
ら

10
）

れ
る
。

⑵

責
任
概
念

責
任
概
念
は
、
責
任
が
犯
罪
成
立
要
件
と
し
て
基
本
的
に
必
要
か
否
か
で
は
な
く
、
責
任
の
内
容
に
関
係
す
る
。
責
任
概
念
は
、
責
任

の
下
で
実
質
的
に
何
が
理
解
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
い
に
関
係
す
る
の
で
あ
る
。
責
任
主
義
は
責
任
の
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
限

り
無
意
味
で
あ
る
。
責
任
概
念
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
論
さ
れ
る
が
、
責
任
非
難
は
、
常
に
個
別
的
で
あ
り
、
価
値
違
反
の
意
思
形
成
な

い
し
欠
如
し
た
内
的
結
合
に
向
け
ら
れ
る
。
行
為
者
に
は
、
法
的
に
保
護
さ
れ
た
価
値
と
結
び
つ
い
た
他
の
人
の
よ
う
に
行
為
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
行
為
者
が
こ
の
前
提
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
き
、
行
為
者
に
は
刑
法
的
意
味
で
責
任
が
あ
る
と
云

11
）

え
る
。

こ
の
個
人
的
非
難
に
事
物
論
理
的
に
先
行
す
る
の
が
違
法
行
為
の
一
般
的
非
難
で
あ
る
。
責
任
を
問
わ
れ
る
不
法
だ
け
が
存
在
す
る
の

で
あ
っ
て
、
不
法
の
な
い
責
任
と
い
う
の
は
存
在
し

12
）

な
い
。
不
法
は
外
に
向
か
う
意
思
形
成
の
効
果
に
関
係
す
る
。
不
法
の
基
礎
に
は
、

所
為
の
対
象
と
態
様
に
関
係
す
る
欠
陥
の
あ
る
行
為
制
禦
が
あ
る
。
行
為
者
の
所
為
が
違
法
性
と
い
う
外
的
観
点
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
、

ど
の
規
範
名
宛
人
に
も
適
用
さ
れ
る
。
客
観
的
不
法
帰
属
は
、
行
為
に
存
在
す
る
法
的
に
是
認
さ
れ
な
い
危
険
が
実
際
に
結
果
を
生
じ
さ

せ
た
と
い
う
こ
と
に
関
係
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
責
任
は
内
に
向
か
っ
て
見
る
。
責
任
は
、
不
法
非
難
と
相
関
す
る
行
為
者
個
人
の
内
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面
性
を
問
題
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
責
任
は
、
行
為
者
に
現
実
に
見
ら
れ
る
法
か
ら
離
れ
た
心
情
（
内
的
態
度
つ
ま
り
動
機
）
の
過
誤
制

禦
の
理
由
を
問
題
と
す
る
の
で
あ
る
。
責
任
要
素
は
常
に
具
体
的
人
間
と
結
び
つ
い
て
の
み
理
解
さ
れ
う
る
、
な
い
し
、
責
任
要
素
の
前

提
要
件
は
特
定
人
間
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
。
但
し
、
客
観
的
、
主
観
的
と
い
う
対
立
だ
け
で
不
法
と
責
任
の
相
違
が
特
徴
づ
け
ら
れ
る
の

で
は
な
い
。
不
法
も
責
任
も
そ
れ
ぞ
れ
主
観
的
事
情
と
客
観
的
事
情
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で

13
）

あ
る
。

こ
の
順
序
に
よ
っ
て
、
責
任
も
不
法
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
法
律
違
反
に
結
び
付
け
ら
れ
、
限
定
さ
れ
る
。
不
法
の
次
に
責
任
が
位
置

づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
罪
刑
法
定
主
義
、
つ
ま
り
、
定
型
刑
法
（T

y
p
en
stra

frech
t

）
の
保
障
機
能
が
完
全
な
も
の
と

14
）

な
る
。
純

粋
な
心
情
刑
法
は
禁
止
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
外
的
誘
因
な
く
し
て
人
の
「
内
的
生
活
の
審
問
」
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
法
敵
対
的
心
情
そ
れ
自
体
の
可
罰
性
と
い
う
意
味
で
の
い
わ
ゆ
る
心
情
刑
法
（G

esin
n
u
n
g
sstra

frech
t

）
と
い
う
も
の
は

存
在
し
な
い
。
思
想
及
び
悪
意
だ
け
で
は
税
金
が
か
か
ら
な
い
。
外
的
誘
因
が
不
法
で
あ
る
。
刑
法
は
行
為
刑
法
で
あ
り
、
責
任
は
通
常

は
個
別
行
為
責
任
（E

in
zelta

tsch
u
ld

）
で
あ
る
。
不
法
だ
け
で
は
可
罰
性
に
十
分
で
な
い
の
で
、
責
任
刑
法
に
対
立
す
る
結
果
刑
法

（E
rfo
lg
sstra

frech
t

）
と
か
結
果
責
任
（E

rfo
lg
sh
a
ftu
n
g

）
と
い
う
も
の
は
存
在
し

15
）

な
い
。

行
為
責
任
に
対
立
す
る
の
が
、
エ
ド
ム
ン
ト
・
メ
ツ
ガ
ー
（
一
八
八
三
｜
一
九
六
二
）
の
主
唱
に
か
か
る
行
状
（＝

生
き
方
）
責
任

（L
eb
en
sfu
h
ru
n
g
ssch

u
ld

）で

16
）

あ
る
。
そ
の
責
任
判
断
は
行
為
者
の
全
人
格
、
そ
の
成
長
に
拡
張
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
行
為
者
人
格
の
成

立
過
程
、
他
の
「
よ
り
良
い
」
生
活
態
度
に
よ
っ
て
、
今
の
性
格
に
な
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
た
か
否
か
を
問
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

う
い
っ
た
問
い
は
、
非
難
さ
れ
る
べ
き
行
為
と
の
関
連
で
の
み
関
心
を
惹
く
の
で
あ
っ
て
、
性
格
要
素
は
個
別
行
為
責
任
（E

in
zelta

t-

sch
u
ld

）
の
原
理
に
服
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
性
格
要
素
は
、
責
任
に
お
い
て
、
そ
れ
が
「
行
為
時
の
人
格
の
現
状
」
を
明
ら
か
に
す
る
狭
い
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領
域
で
の
み
意
味
を
有
す
る
。
行
為
者
が
そ
の
行
状
の
責
任
を
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、「
有
責
な
」行
状
は
有
責
な
構
成
要

件
充
足
で
な
い
の
で
あ
り
、
有
責
な
構
成
要
件
充
足
だ
け
が
可
罰
的
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
も
そ
も
、
刑
事
訴
訟
法
の
認
め
る
手
段
で
、

被
告
人
の
、
往
々
に
し
て
隠
さ
れ
た
深
層
心
理
の
連
関
を
有
す
る
生
活
歴
を
解
明
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
仮
に
可

能
だ
と
す
る
と
、
法
廷
で
被
告
人
の
私
生
活
が
暴
か
れ
る
だ
け
で
な
く
、
説
教
調
の
道
徳
的
裁
判
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

17
）

ろ
う
。

な
お
、
責
任
を
「
非
難
可
能
性
」
そ
の
も
の
と
定
義
す
る
こ
と
は
不
正
確
で
あ
り
、「
所
為
の
非
難
可
能
性
」
と
定
義
す
る
こ
と
も
誤
解

を
招
き
や
す
い
。
不
法
と
い
う
概
念
は
、
社
会
害
悪
性
を
含
み
、
所
為
に
関
し
て
一
般
的
に
見
る
と
社
会
倫
理
的
非
難
に
値
す
る
こ
と
を

意
味
し
、
責
任
と
い
う
概
念
は
、
行
為
者
に
関
す
る
評
価
の
次
元
で
、
一
般
的
社
会
倫
理
的
非
難
に
加
え
て
、
個
人
的
に
社
会
倫
理
的
非

難
に
値
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

⑶

責
任
主
義
と
意
思
自
由

Ａ

ド
イ
ツ
語
圏
刑
法
学
に
お
け
る
歴
史
的
経
緯

責
任
非
難
は
一
身
専
属
的
答
責
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
行
為
者
の
内
的
自
由

の
問
い
が
生
ず
る
。
一
般
に
、
自
由
と
責
任
は
相
互
に
関
連
づ
け
ら
れ
、
自
由
が
責
任
を
根
拠
づ
け
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
思
考

は
と
り
わ
け
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
領
域
に
お
い
て
長
い
伝
統
が
あ
り
、
人
が
そ
の
与
え
ら
れ
た
自
由
を
濫
用
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
責

任
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
イ
エ
シ
ェ
ッ
ク
／
ヴ
ァ
イ
ゲ
ン
ト
は
、「
責
任
主
義
は
人
間
の
決
定
自
由
を
論
理
的
前
提
と
す
る
。
と
い
う
の

は
、
基
本
的
に
、
法
規
範
に
従
っ
て
自
ら
を
導
く
能
力
が
あ
る
と
き
に
の
み
、
行
為
者
は
、
犯
罪
衝
動
を
統
制
す
る
代
わ
り
に
、
違
法
行

為
に
出
た
と
い
う
こ
と
に
責
任
を
負
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

18
）

あ
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
当
然
な
が
ら
、
責
任
を
引
き
受

け
る
者
に
は
、
正
し
い
決
定
の
た
め
の
相
応
の
自
由
も
も
っ
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ

19
）

れ
る
。
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こ
れ
に
よ
り
、
責
任
概
念
に
と
っ
て
そ
の
存
在
に
か
か
わ
る
、
困
難
な
、
経
験
的
に
は
証
明
で
き
な
い
、
根
本
的
に
は
哲
学
の
主
題
、

つ
ま
り
、
人
の
意
思
自
由
（W

illen
sfreih

eit

）
が
中
核
的
論
点
を
成
す
こ
と
に
な
る
。
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
は
禁
止
の
錯
誤
に
関
す

る
一
九
五
二
年
三
月
一
八
日
の
大
刑
事
部
決
定
に
お
い
て
、「
責
任
と
は
非
難
可
能
性
で
あ
る
。
責
任
と
い
う
無
価
値
判
断
で
行
為
者
が
非

難
さ
れ
る
の
は
、
行
為
者
が
適
法
に
振
舞
う
こ
と
が
で
き
た
、
適
法
な
決
意
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
適
法
な
振
る
舞

い
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
責
任
非
難
の
内
的
根
拠
は
、
人
に
は
、
自
由
な
、
答
責
的
な
、
倫
理
的
自
己
決
定
を
下
せ
る
素

質
が
あ
り
、
そ
れ
故
、
法
に
従
い
、
不
法
に
は
従
わ
な
い
決
定
を
下
す
能
力
が
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
」と
説
示

20
）

し
た
。
こ
の
点
で
、

意
思
自
由
は
哲
学
理
論
と
し
て
の
非
決
定
論
（In

d
eterm

in
ism

u
s

）
の
概
念
と
同
義
で
あ
る
。
非
決
定
論
に
よ
れ
ば
、
事
象
は
因
果
的
要

因
よ
っ
て
は
（
絶
対
的
非
決
定
論
）、
あ
る
い
は
そ
れ
の
み
に
よ
っ
て
は
（
相
対
的
非
決
定
論
）
決
定
さ
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
意
思
自
由

は
、
絶
対
的
に
、
又
は
少
な
く
と
も
、
相
対
的
意
味
に
お
い
て
、
決
定
因
子
を
自
発
的
に
克
服
す
る
能
力
と
理
解
さ
れ
る
の
で

21
）

あ
る
。

上
記
の
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
の
説
示
に
相
応
す
る
の
が
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
で
あ
り
、
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
（
一
七
二
四
｜
一
八

〇
四
）
や
ゲ
オ
ル
ク
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
ヘ
ー
ゲ
ル
（
一
七
七
〇
｜
一
八
三
一
）
の
観
念
論
哲
学
で
あ
る
。
キ
リ
ス

ト
教
哲
学
の
出
発
点
は
、
神
は
人
を
自
己
の
作
為
・
不
作
為
に
対
し
て
自
ら
責
任
を
負
う
存
在
と
し
て
創
造
し
た
、
こ
の
存
在
は
そ
の
代

償
と
し
て
神
に
対
し
て
申
し
開
き
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
与
件
秩
序
に
従
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
は
、
本
能
の
機
序
に
の
み
拘
束
さ
れ
る
他
の
全
て
の
生
物
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
ス
コ
ラ
学
者
の
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス（
一
二
二
五
｜
一

二
七
四
）
は
そ
の
真
理
論
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
、
人
間
は
自
由
な
意
思
を
有
す
る
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
こ
う
肯
定
す
る
「
ま

さ
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
人
は
神
の
被
造
物
か
ら
際
立
っ
て
い
る
」、「
人
は
生
来
必
然
的
に
善
を
意
欲
す

22
）

る
」
と
。
現
在
の
神
学
の
説
明

も
人
の
答
責
と
自
由
を
「
キ
リ
ス
ト
教
理
解
に
よ
る
人
の
尊
厳
」
の
直
接
的
帰
結
と
し
て
見
る
。
人
は
答
責
の
存
在
で
あ
る
。
人
は
、
自
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己
の
作
為
・
不
作
為
に
対
し
て
申
し
開
き
を
す
る
能
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
神
の
似
姿
の
一
部
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は

同
時
に「
絶
え
間
な
く
危
険
を
も
た
ら
す
条
件
と
な
っ
て
い
る
」。
人
は
自
由
を
濫
用
し
、
他
人
に
対
し
て
責
め
を
負
い
う
る
ほ
ど
ま
で
進

む
自
由
を
有
し
て

23
）

い
る
。

観
念
論
哲
学
者
も
、
人
は
自
発
的
に
（
先
験
的
に
）、
常
に
そ
の
理
性
（V

ern
u
n
ft

）
に
基
づ
き
善
事
な
い
し
為
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
決

定
す
る
能
力
の
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
カ
ン
ト
曰
く
、「
実
践
的
意
味
に
お
け
る
自
由
は
、
選
択
意
志
が
感
性
の
衝
動
に
よ
る
強
制
か
ら

独
立
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
選
択
意
志
は
、
そ
れ
が
感
受
的
に
（
感
性
の
動
因
に
よ
っ
て
）
触
発
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、

感
性
的
で
あ
り
、
そ
れ
が
感
受
的
に
強
制
さ
れ
う
る
場
合
に
は
、
動
物
的
（
動
物
的
意
志
）
と
呼
ば
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
人
間
の
選
択
意

志
は
、
な
る
ほ
ど
感
性
的
意
志
で
は
あ
る
が
、
動
物
的
意
志
で
は
な
く
て
、
自
由
な
意
志
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
感
性
は
そ
の
働
き
を
必

然
化
せ
ず
に
、
感
性
的
衝
動
に
よ
る
強
制
か
ら
独
立
に
、
自
ら
規
定
す
る
能
力
が
人
間
に
は
備
わ
っ
て
い
る
か
ら
で

24
）

あ
る
」。

自
然
科
学
的
意
味
で
は
、
い
ま
だ
人
間
の
意
思
自
由
の
存
否
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
も
観
念
論
哲

学
も
意
思
自
由
を
信
奉
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
意
思
自
由
、
自
律
性
、
そ
し
て
、
そ
の
帰
結
で
あ
る
自
己
答
責
が
人
間
を

道
徳
的
存
在
へ
と
高
め
る
。
自
己
答
責
が
人
と
し
て
の
尊
厳
の
根
拠
と
な
る
。
犯
罪
行
為
は
行
為
者
に
責
任
あ
り
と
し
て
道
徳
的
に
非
難

さ
れ
う
る
。
し
か
し
、
自
己
答
責
の
意
味
で
刑
法
責
任
の
人
倫
（S

ittlich
k
eit

）
と
い
う
こ
と
が
云
わ
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
個
人
倫
理
的

意
味
で
の
一
身
的
、
道
徳
的
人
倫
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
は
社
会
倫
理
的
非
難
と
は
異

25
）

な
る
。
個
人
の
意
思
自
由
に
基
礎
を
お
く
責
任

で
は
、
行
為
者
は
自
己
に
対
し
て
道
徳
的
責
任
を
負
い
、
し
か
も
、
犯
罪
行
為
に
出
た
が
故
に
法
律
制
定
者
で
あ
る
国
に
責
任
を
負
う
の

で

26
）

あ
る
。
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道
徳
的
責
任
と
い
う
こ
と
か
ら
、
応
報
刑
に
よ
る
責
任
調
整
（
責
任
清
算
）（S
ch
u
ld
a
u
sg
leich

）
の
必
要
で
あ
る
こ
と
が
導
か
れ
る
。

と
い
う
の
は
、
生
じ
さ
せ
た
害
悪
に
対
し
て
害
悪
を
被
る
こ
と
が
行
為
者
を
そ
の
責
任
か
ら
解
放
す
る
か
ら
で
あ
る
。
責
任
は
応
報

（V
er-G

eltu
n
g
.

仕
返
し
を
す
る＝

通
用
性
を
な
く
さ
せ
る
）
に
よ
っ
て
責
任
の
通
用
性
（G

eltu
n
g

）
を
消
滅
さ
せ
る
。
国
は
責
任
の
処

罰
で
市
民
の
個
人
道
徳
に
介
入
し
、
個
人
の
内
的
人
倫
を
回
復
さ

27
）

せ
る
。
裁
判
官
の
有
罪
宣
告
は
い
わ
ば
「
代
位
的
良
心

28
）

判
断
」
で
あ
る
。

「
裁
判
に
よ
る
刑
罰
は
、
犯
罪
者
自
身
に
と
っ
て
、
あ
る
い
は
市
民
社
会
に
と
っ
て
、
別
の
善
を
促
進
す
る
手
段
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
け
っ
し
て
あ
り
え
ず
、
つ
ね
に
も
っ
ぱ
ら
そ
の
人
が
犯
罪
を
犯
し
た
が
ゆ
え
に
そ
の
人
に
課
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と

い
う
の
も
、
人
間
が
他
の
人
の
意
図
の
た
め
の
手
段
と
し
て
の
み
扱
わ
れ
る
こ
と
、
物
件
の
対
象
と
一
緒
に
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
あ
り
、
市
民
的
人
格
で
あ
る
こ
と
を
剥
奪
す
る
判
決
が
下
さ
れ
て
も
、
生
得
的
人
格
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
う
し
た
扱
い
か
ら
そ
の
人
を

守
る
か
ら
で
あ
る
。
処
罰
す
べ
し
と
い
う
認
定
が
、
犯
罪
者
自
身
あ
る
い
は
同
朋
市
民
に
そ
の
刑
罰
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
利
益
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
に
、
先
行
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」、「
同
害
報
復
の
法
（iu

s ta
lio
n
is

）
だ
け
が
、
た
だ
し
（
私
的
判
断
に
お
い
て
で

は
な
く
）
法
廷
で
理
解
さ
れ
る
こ
の
法
が
、
刑
罰
の
質
と
量
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
他
の
原
理
は
す
べ
て
不
確
実
で
あ
り
、
別

の
考
慮
も
紛
れ
込
む
の
で
、
純
粋
で
厳
格
な
正
義
の
宣
告
に
は
ま
っ
た
く
適
切
で
は

29
）

な
い
」。
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
応
報
刑
は
目
的
に
縛
ら

れ
な
い
（
目
的
自
由
）
の
で
あ
り
、
有
責
者
に
人
間
的
尊
厳
を
得
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
も
、「
犯
罪
者
の
身

に
起
こ
る
侵
害
（
刑
罰
）
は
、
即
時
的
に
正
当
で
あ
り
、
｜
正
当
な
も
の
と
し
て
そ
れ
は
同
時
に
犯
罪
者
の
即
時
的
に
有
る
意
志
で
も
あ

り
、
彼
の
自
由
の
一
つ
の
現
存
在
（
あ
り
方
）、
彼
の
権
利
な
い
し
正
で
も
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
侵
害
（
刑
罰
）
は
ま
た
犯

罪
者
自
身
に
た
い
す
る
一
つ
の
権
利
で
も
あ
る
」、「
犯
罪
者
の
行
為
の
う
ち
に
は
、
個
人
の
形
式
的
な
理
性
的
あ
り
方
、
つ
ま
り
意
志
す

る
は
た
ら
き
も
ま
た
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
で
刑
罰
は
犯
罪
者
自
身
の
権
利
な
い
し
正
を
ふ
く
む
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。
そ
し
て

こ
の
点
で
犯
罪
者
は
理
性
的
な
も
の
と
し
て
尊
敬
さ
れ
る
の
で

30
）

あ
る
」
と
論
ず
る
。
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正
義
の
前
提
に
あ
る
の
は
、
責
任
が
す
べ
て
の
場
合
に
無
条
件
で
行
為
者
の
意
思
自
由
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
と
い
う
こ
と
、
か
か
る

責
任
は
害
悪
を
加
え
る
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
う
る
し
、
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
行
為
者
は
、
自
律
的
自
己
決
定

に
よ
り
惹
起
し
た
そ
の
一
つ
の
害
悪
（
犯
罪
）
に
対
し
て
他
の
害
悪
（
刑
罰
）
を
被
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
責
任
か
ら
解
放
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
の
一
つ
の
害
悪
が
他
の
害
悪
を
消
滅
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
応
報
刑
は
形
而
上
学
的
で
あ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
こ
れ
を
「
法
は
こ
の
お
の
れ
の
否
定
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
の
れ
を
回
復

31
）

す
る
」
と
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
学
派
の
犯
罪
観
は
、
法
律
に
具
象
化
さ
れ
た
普
通
意
思
か
ら
個
別
意
思
が
自
由
に
選
択
さ
れ
分
離
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
ク
リ
ス
チ
ア
ン
・
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・
ケ
ス
ト
リ
ン
（
一
八
一
三
｜
一
八
五
六
）
は
、「
悪
い
意
思
の
源
は
意
思
の
選
択
に

あ
る
。
そ
れ
故
、
意
思
の
選
択
と
の
み
刑
法
は
関
係

32
）

す
る
」
と
主
張
し
た
。
カ
ー
ル
・
ビ
ン
デ
イ
ン
グ
（
一
八
四
一
｜
一
九
二
〇
）
は
こ

の
意
思
自
由
に
制
約
さ
れ
た
理
論
を
現
代
刑
法
学
に
導
入
し
た
の
で

33
）

あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
哲
学
に
基
づ
く
に
せ
よ
、
観
念
論
哲
学
に
基
づ
く
に
せ
よ
、
刑
法
上
の
責
任
は
意
思
自
由
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
見

解
は
、
そ
の
支
持
者
に
よ
っ
て
、
人
間
生
活
の
自
明
の
理
、
現
実
の
所
与
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
意
思
自
由
は
人
々
の

意
識
に
定
着
し
て
い
る
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
も
観
念
論
哲
学
も
、
と
も
か
く
も
自
然
の
生
活
原
理
と
し
て
人
間
に
あ
る
も
の
を
、
単

に
理
論
的
表
現
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
意
思
自
由
の
経
験
的
証
明
が
な
い
こ
と
、
最
近
の
脳
科
学
に
よ
っ
て
も
そ
の
証
明
が
な
い
こ
と

に
よ
っ
て
事
態
が
変
わ
る
も
の
で
も
な
い
。
責
任
が
概
念
論
理
的
に
前
提
と
す
る
他
行
為
可
能
性
は
、
そ
れ
が
個
別
事
案
に
お
い
て
証
明

で
き
な
い
に
せ
よ
、
相
応
の
内
的
自
由
を
含
意
す

34
）

る
と
。
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非
決
定
論
に
対
し
て
、
決
定
論
（D

eterm
in
ism

u
s

）
は
、
人
は
意
思
に
お
い
て
自
由
で
な
い
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
そ
の
認
識
の
基
礎

に
は
、
全
て
の
出
来
事
は
定
ま
っ
た
法
則
に
則
り
進
行
す
る
、
法
則
に
よ
っ
て
出
来
事
は
完
全
に
決
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
決
定
論

の
見
解
は
、
既
知
の
自
然
法
則
、
完
全
に
知
ら
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
状
態
で
は
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
の
将
来
の
経
路
は
原
理
的
に
は
あ
ら
か

じ
め
決
め
ら
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
真
正
の
偶
然
も
類
似
の
現
象
も
存
在
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
決
定
論
に
は
様
々
な
亜
形

が
あ
る
。

カ
ン
ト
に
あ
っ
て
は
、
人
の
善
悪
へ
の
決
定
の
自
由
は
選
択
の
自
由
そ
れ
自
体
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
カ
ン
ト
の
自
由
は
形
式
的
原
理

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
八
世
紀
前
半
に
お
け
る
功
利
主
義
者
で
あ
り
、
啓
蒙
福
祉
絶
対
主
義
の
唱
道
者
で
あ
る
ク
リ
ス

テ
イ
ア
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
（
一
六
七
九
｜
一
七
五
四
）
は
、
人
の
善
悪
へ
の
決
定
の
自
由
を
結
果
か
ら
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
ヴ
ォ
ル
フ
に

よ
れ
ば
、
犯
罪
者
に
は
自
由
が
な
い
の
は
、
犯
罪
者
は
自
然
の
理
性
に
よ
っ
て
導
か
れ
ず
、「
理
性
を
欠
い
た
家
畜
」の
よ
う
に
自
分
の
衝

動
に
従
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
犯
罪
行
為
を
理
由
に
行
為
者
に
応
報
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
犯
罪
者
は

「
た
け
り
た
っ
た
犬
」の
よ
う
な
社
会
的
害
獣
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
撲
滅
さ
れ
る
べ
き
で

35
）

あ
る
。
刑
罰
の
意
味
は

具
体
的
行
為
者
の
無
害
化
に
加
え
て
他
人
を
威
嚇
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
体
系
的
一
般
予
防
理
論
は
ヴ
ォ
ル
フ
を
淵
源
と

36
）

す
る
。

パ
オ
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
（
一
七
七
五
｜
一
八
三
三
）
は
刑
罰
の
根
拠
づ
け
に
関
し
て
ヴ
ォ

ル
フ
ほ
ど
粗
野
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
カ
ン
ト
と
は
反
対
に
、
意
思
の
外
的
自
由
し

か
要
求
し
な
か
っ
た
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
と
っ
て
、
犯
罪
を
犯
す
と
き
、
内
的
自
由
は
存
在
し
な
い
。
行
為
者
は
自
己
の
衝
動
に
突

き
動
か
さ
れ
て
お
り
、
善
悪
を
自
律
的
に
選
択
す
る
選
択
自
由
を
有
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
責
任（S

ch
u
ld

）
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と
い
う
用
語
を
使
用
せ
ず
、
帰
責
（Z

u
rech

n
u
n
g

）
と
い
う
用
語
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
道
徳
は
刑
法
か
ら
放
逐
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、

応
報
も
排
除
さ
れ
た
。
刑
罰
は
将
来
に
向
け
て
合
法
性
を
作
り
出
す
こ
と
、
つ
ま
り
、
市
民
社
会
の
た
め
の
実
践
的
目
的
合
法
性
に
だ
け

資
す
る
。
刑
罰
警
告
は
潜
在
的
犯
罪
者
に
犯
罪
へ
と
駆
り
立
て
る
欲
望
を
は
じ
め
か
ら
追
い
出
す
た
め
で
あ
る
。
刑
罰
は
外
的
法
的
秩
序

を
作
る
た
め
の
手
段
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
。
合
法
性
は
威
嚇
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
る
の
で
あ
る（
心
理
強
制
の
原
則
）。
具
体
的
犯
罪
者

の
帰
責
と
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
刑
罰
は
刑
罰
警
告
の
一
般
予
防
的
威
嚇
を
確
認
す
る
も
の
で
し
か

37
）

な
い
。
結
局
、「
カ
ン
ト
の
人
間
像
は
形

而
上
学
に
郷
里
が
あ
る
が
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
自
然
主
義
は
、
ど
の
国
民
も
『
具
象
化
さ
れ
た
悪
魔
』
で
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
か

ら
出
立

38
）

す
る
」
と
云
え
る
。

決
定
論
の
立
場
は
、
刑
法
の
責
任
の
理
解
を
変
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
制
裁
に
大
き
な
影
響
力
を
有
す
る
。
近
代
学
派
の
巨
匠
フ
ラ
ン

ツ
・
フ
ォ
ン
・
リ
ス
ト
（
一
八
五
一
｜
一
九
一
九
）
は
一
般
予
防
に
代
え
て
特
別
予
防
を
刑
罰
目
的
に
据

39
）

え
た
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の

心
理
強
制
理
論
は
は
る
か
に
洗
練
さ
れ
た
形
で
具
体
的
行
為
者
へ
と
転
換
活
用
さ
れ
、
刑
罰
の
可
能
性
が
目
的
に
沿
っ
て
区
別
さ
れ
た
の

で

40
）

あ
る
。
決
定
論
へ
の
信
奉
に
よ
っ
て
、
応
報
刑
は
完
全
に
押
さ
え
込
ま
れ
た
。
そ
う
な
る
と
、
社
会
倫
理
的
意
味
で
の
責
任
主
義
は
放

棄
さ
れ
、
責
任
は
形
式
的
に
所
為
の
主
観
的
帰
属
要
素
の
総
体
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
は
今
日
で
も
意
思
自
由
否
定
論
者
に
よ
っ
て
唱
え

ら
れ
て

41
）

い
る
。

Ｂ

ド
イ
ツ
語
圏
現
代
刑
法
学
の
状
況

ａ

ド
イ
ツ

第
二
次
世
界
大
戦
後
も
、
ド
イ
ツ
で
は
、
観
念
論
哲
学
の
影
響
を
受
け
、
現
実
に
存
在
す
る
と
理
解
さ
れ
た
人
間
の

決
定
自
由
に
責
任
概
念
を
基
礎
づ
け
る
学
説
が
有
力
に
主
張
さ
れ
続
け
た
。
自
由
は
、
措
定
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
証
明
可
能
な
人
類
学
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的
所
与
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
六
二
年
の
政
府
刑
法
草
案
も
こ
の
立
場
に
立
脚
し
て

42
）

い
た
。
ア
ル
ト
ウ
ー
ル
・
カ
オ
フ

マ
ン
（
一
九
二
三
｜
二
〇
〇
一
）
は
、
こ
の
思
想
に
基
づ
き
責
任
概
念
に
自
然
法
的
基
礎
を
与
え
た
。「
責
任
主
義
は
倫
理
的
世
界
の
基
本

命
題
で
あ
り
、
自
然
法
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
絶
対
的
通
用
力
を
有

43
）

す
る
」。「
人
間
に
自
由
な
自
己
決
定
能
力
が
あ
る
か
否
か
」
と
い
う
問

い
に
は
こ
う
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
倫
理
的
自
由
の
行
為
は
因
果
決
定
を
否
定
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
の
被
覆
決

定
に
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
特
殊
な
性
質
を
有
す
る
特
有
の
決
定
因
子
、
つ
ま
り
、
世
界
の
因
果
構
造
に
由
来
す
る
の
で
な
く
、
世
界
の
意

味
構
造
か
ら
由
来
す
る
決
定
因
子
が
加
わ
る
こ
と
に

44
）

あ
る
」。
エ
ル
ン
ス
ト
・
ア
マ
デ
ウ
ス
・
ヴ
ォ
ル
フ
（
一
九
二
八
｜
二
〇
〇
八
）
も
、

自
由
の
問
い
と
い
う
の
は
「
現
実
に
存
在
す
る
も
の
の
問
い
」
だ
と
論
ず
る
。「
人
間
が
必
然
性
の
法
則
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
の
だ

と
考
え
る
べ
き
、
人
を
納
得
さ
せ
る
理
由
は
な
い
」、
む
し
ろ
、
自
由
と
い
う
の
は
、「
特
有
の
意
味
に
し
た
が
っ
て
何
か
を
実
現
に
移
す

能
力
」
で

45
）

あ
る
。
最
近
で
は
、
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ケ
ー
ラ
ー
（

＊一
九
四
五
）
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
依
拠
し
な
が
ら
、「
責
任
と
は
不
法
格
率
へ
の

自
由
な（
自
主
的
）決
定
の
こ
と
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、『
法
と
し
て
の
』法
を
構
成
要
件
該
当
と
い
う
定
ま
っ
た
方
法
で
破
る
こ
と
で

46
）

あ
る
」

と
論
ず
る
。
ベ
ル
ン
ト
・
シ
ュ
ー
ネ
マ
ン
（

＊一
九
四
四
）
は
、
意
思
自
由
の
存
在
を
「
人
類
学
的
基
本
精
神

47
）

状
態
」
と
理
解
し
、
こ
れ
は

言
語
の
文
法
構
造
に
現
れ
て
い
る
と
論
ず
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
認
識
を
刑
法
に
応
用
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
専
ら
予
防
目

的
の
役
に
立
つ
刑
罰
は
ま
た
予
防
目
的
か
ら
し
か
決
め
ら
れ
え

48
）

な
い
」
か
ら
だ
と
。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
所
為
の
状
況
に
お
け
る
人
間
の
決
定
自
由
の
実
験
的
証
明
は
で
き

49
）

な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
所
為
状
況

に
お
け
る
行
為
者
の
意
思
自
由
の
存
在
を
刑
法
に
お
け
る
責
任
の
直
接
の
根
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
ガ
ラ
ス
（
一
九
〇
三
｜
一
九
八
九
）
は
、
一
九
六
七
年
に
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
刑
法
教
師
学
術
大
会
に
お
い
て
、

今
日
、
有
力
説
と
目
せ
ら
れ
る
学
説
を
展
開
し
た
。
ガ
ラ
ス
は
、
一
九
六
六
年
に
発
表
さ
れ
た
『
刑
法

50
）

代
案
』
の
純
粋
に
予
防
的
な
観
点
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か
ら
定
め
ら
れ
た
量
刑
原
則
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
代
案
第
二
条
第
一
項
は
、
刑
罰
と
保
安
処
分
は
「
法
益
の
保
護
と
行
為
者
の
法
共

同
体
へ
の
再
適
応
」
に
役
立
つ
も
の
と
す
る
と
定
め
、
同
条
第
二
項
は
、
刑
罰
は
、
行
為
責
任
の
程
度
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
保

安
処
分
は
優
勢
な
公
共
の
利
益
が
あ
る
場
合
に
し
か
命
令
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
、
同
第
五
九
条
第
二
項
は
、「
行
為
責
任
に
よ
っ

て
定
ま
る
程
度
が
尽
く
さ
れ
て
よ
い
の
は
、
行
為
者
の
法
共
同
体
へ
の
再
適
応
又
は
法
益
の
保
護
に
必
要
な
場
合
に
限
ら
れ
る
」
と
定
め

て
い
た
の
で
あ
る
。
ガ
ラ
ス
は
こ
う
批
判
す
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、「
刑
罰
は
、
外
か
ら
、
つ
ま
り
、
法
治
国
の
考
慮
か
ら
、
上
の
責
任

限
界
の
遵
守
要
請
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
予
防
手
段
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
、
つ
ま
り
事
の
実
体
か
ら
す
る
と
保
安
処
分
と
一
致
す

る
か
の
よ
う
な
印
象
」を
与
え
る
。
実
際
、「
刑
罰
に
そ
の
責
任
相
応
性
の
点
で
上
の
限
界
を
設
定
し
、
同
時
に
、
刑
罰
と
責
任
思
想
を
実

態
に
即
し
て
相
互
に
結
び
付
け
る
つ
な
ぎ
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
企
て
」
は
そ
れ
自
体
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
代
案
教
授
陣

が
云
う
刑
罰
の
「
脱
神
話
化
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、「
行
為
者
が
自
己
の
行
為
に
責
任
を
負
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
の
社
会
的
、
道
徳
的

意
識
の
現
実
と
し
て
考
え
る
か
ぎ
り
」、
刑
罰
の
意
味
と
刑
事
政
策
的
目
的
を
一
つ
に
す
る
の
で
な
く
、
両
者
を
明
確
に
分
離
す
べ
き
で
あ

る
。「
行
為
者
を
そ
の
し
で
か
し
た
こ
と
に
応
じ
て
扱
う
、
し
た
が
っ
て
、
自
己
の
行
為
に
対
し
て
責
任
を
負
う
人
と
し
て
尊
敬
す
る
刑
罰

だ
け
」が
、
一
般
の
人
々
を
正
義
感
情
に
相
応
す
る
形
で
法
誠
実
へ
と
教
育
す
る
の
に
適
し
て
い
る
し
、「
行
為
者
に
と
っ
て
の
警
告
、
自

己
分
別
及
び
自
己
負
担
軽
減
の
手
段
と
し
て
も
責
任
刑
は
不
可
欠
で
あ
る
」。
結
局
、
ガ
ラ
ス
に
よ
れ
ば
、
刑
罰
は
そ
の
根
拠
と
そ
の
程
度

に
お
い
て
、
行
為
者
と
い
う
人
に
連
関
し
た
正
義
の
表
現
と
し
て
も
、
特
別
予
防
、
一
般
予
防
の
手
段
と
し
て
も
、
行
為
者
の
個
人
責
任

の
認
定
を
前
提
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
所
為
状
況
に
お
け
る
決
定
自
由
は
経
験
的
に
認
定
で
き
る
現
実
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
わ
れ

わ
れ
の
社
会
文
化
の
放
棄
で
き
な
い
構
成
要
素
と
し
て
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

51
）

な
る
。
ハ
ン
ス
・
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ヒ
ル
シ
ュ
（
一
九
二

九
｜
二
〇
一
一
）も
基
本
的
に
は
ガ
ラ
ス
に
従
う
。「
法
が
人
間
に
到
達
す
る
べ
き
な
ら
、
法
は
そ
れ
故
人
間
を
、
人
間
が
自
己
を
理
解
す

る
や
り
方
で
、
受
け
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
法
は
空
転
す
る
。
し
か
し
人
間
は
周
知
の
ご
と
く
自
己
を
基
本
的
に
は
自
由
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で
あ
る
と
感
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
現
象
が
結
節
点
を
形
成
す
べ
き
こ
と
と
な
る
。
…
…
人
間
の
定
め
る
法
は
そ
の
名
宛
人
の
生
き

た
一
般
的
自
己
理
解
と
矛
盾
し
て
は
な
ら
な
い
。
法
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
名
宛
人
の
世
界
像
に
し
た
が
っ
た
方
向
を
と
る
こ
と
、
し

た
が
っ
て
意
思
自
由
の
観
念
を
、
意
思
自
由
そ
れ
自
体
で
は
な
い
が
、
一
般
的
に
認
め
ら
れ
た
、
人
間
の
自
己
理
解
の
基
礎
と
し
て
受
け

入
れ
る
だ
け
で
あ

52
）

る
」
と
。

こ
れ
に
対
し
て
不
可
知
論
に
立
つ
の
が
ク
ラ
オ
ス
・
ロ
ク
ス
ィ
ー
ン
（

＊一
九
三
一
）
で
あ
る
。
責
任
と
は
規
範
的
応
答
可
能
性
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
不
法
な
行
為
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
行
為
者
の
責
任
が
肯
定
さ
れ
う
る
の
は
、
行
為
者
が
所
為
を
す
る
に
当
っ
て
そ
の

精
神
的
・
心
理
的
状
態
か
ら
す
る
と
規
範
の
呼
び
か
け
に
対
応
で
き
た
場
合
、
行
為
者
に
規
範
指
向
の
行
為
の
決
定
可
能
性
が
心
理
的
に

な
お
可
能
だ
っ
た
場
合
、
健
常
人
に
た
い
て
い
の
場
合
存
在
す
る
（
自
由
で
あ
っ
て
も
、
決
定
さ
れ
て
い
て
も
）
制
禦
可
能
性
が
具
体
的

事
例
に
お
い
て
存
在
し
た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
証
明
で
き
な
い
仮
説
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
な
く
、
経
験
科
学
的
調
査
結
果

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
心
理
学
、
精
神
医
学
は
、『
自
己
制
禦
能
力
の
制
約
を
経
験
的
に
説
明
し
、
制
約
の
程
度
を
評
価

す
る
こ
と
の
で
き
る
』判
断
規
準
を
ま
す
ま
す
開
発
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」。
こ
の
規
範
的
応
答
可
能
性
が
あ
る
と
き
、
意
思
自
由
の
意

味
に
お
い
て
こ
の
こ
と
を
証
明
で
き
な
い
ま
ま
で
も
、
行
為
者
に
精
神
的
に
は
基
本
的
に
可
能
な
行
為
選
択
肢
を
採
ら
な
い
と
き
、
行
為

者
が
規
範
適
合
の
行
為
能
力
も
有
し
て
お
り
、
有
責
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
出
立
で
き
る
。
非
決
定
論
者
は
こ
の
自
由
の
仮
定
を
経
験

的
に
適
切
だ
と
考
え
る
だ
ろ
う
が
、
不
可
知
論
者
も
決
定
論
者
も
こ
の
自
由
の
仮
定
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
い
う
の
は
、

自
由
の
仮
定
が
云
っ
て
い
る
こ
と
は
、
行
為
者
に
実
際
に
他
行
為
が
可
能
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
行
為
者
が
そ
の
制
禦
能
力
に
異

常
が
無
く
、
し
た
が
っ
て
規
範
的
応
答
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
自
由
だ
と
扱
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
自
由
の
仮
定
は

こ
の
点
で
「
規
範
的
設
定
（ein

e n
o
rm
a
tiv
e S
etzu

n
g

）」
で
あ
り
、
社
会
的
準
則
で
あ
っ
て
、
そ
の
社
会
的
価
値
は
意
思
自
由
の
認
識
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論
的
、
自
然
科
学
的
問
題
と
は
関
係
が
な
い
。
法
に
お
け
る
自
由
は
法
に
お
け
る
平
等
と
同
じ
関
係
に
あ
る
。
法
秩
序
が
す
べ
て
の
人
間

の
平
等
か
ら
出
立
す
る
と
き
、
法
秩
序
は
、
人
間
は
み
な
事
実
平
等
で
あ
る
と
い
う
無
意
味
な
命
題
を
提
示
し
て
い
る
の
で
な
く
、
人
間

は
法
の
前
に
等
し
く
扱
わ
れ
る
べ
き
こ
と
を
命
令
し
て
い
る
の

53
）

だ
と
。
ロ
ク
ス
ィ
ー
ン
は
責
任
と
い
う
の
は
「
混
じ
り
あ
っ
た
経
験
・
規

範
的
な
事
情
」
だ
と
い
う
。
経
験
的
に
認
定
可
能
な
の
は
自
己
制
禦
の
基
本
的
能
力
と
そ
れ
と
と
も
に
存
在
す
る
規
範
的
応
答
可
能
性
で

あ
る
。
規
範
的
に
帰
属
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
実
情
か
ら
導
出
さ
れ
る
適
法
行
為
へ
の
可
能
性
で
あ
る
。
実
際
の
他
行
為
可
能
性
の
存
否
は

答
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
応
報
や
倫
理
的
非
難
は
正
当
化
さ
れ
な

54
）

い
と
。

ｂ

オ
ー
ス
ト
リ
ア

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
ヴ
ィ
ン
フ
リ
ー
ト
・
プ
ラ
ッ
ツ
グ
マ
ー
（

＊一
九
三
〇
）
が
、
行
為
者
が
そ
の
欠
陥
の

あ
る
決
定
に
よ
っ
て
法
的
に
保
護
さ
れ
た
価
値
と
の
結
合
の
欠
損
を
示
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
責
任
非
難
の
根
拠
を
求
め
る
性
格
学
的
責

任
論
で
は
十
分
で

55
）

な
い
、
な
ぜ
な
ら
、「
行
為
者
個
人
を
非
難
し
、
そ
の
た
め
に
行
為
者
に
意
識
的
に
害
悪
を
加
え
、
行
為
者
に
も
そ
う
い

う
も
の
と
し
て
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
の
根
拠
は
、
行
為
者
が
そ
の
価
値
結
合
の
欠
如
に
何
か
手
を
打
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら

出
立
す
る
し
か
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
非
難
は
全
く
無
意
味
に

56
）

な
る
」
か
ら
だ
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。
刑
事
法

廷
に
お
い
て
意
思
自
由
の
証
明
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
何
の
障
害
に
も
な
ら
な
い
。「
法
律
は
、
行
為
者
の
意
思
行
為
が
い
か
な
る
個

別
事
例
に
お
い
て
も
選
択
自
由
の
濫
用
だ
と
証
明
さ
れ
る
こ
と
を
全
く
要
求
し
て
お
ら
ず
、自
由
を
通
常
の
場
合
で
は
前
提
と
し
て
い
る
。

換
言
す
る
と
、
法
律
は
、
行
為
者
が
人
と
し
て
法
律
の
前
で
は
基
本
的
に
自
分
の
所
為
に
責
め
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
出
立
し
、

個
別
事
案
に
お
い
て
特
別
の
事
情
か
ら
疑
問
が
生
じ
た
場
合
に
だ
け
、
他
の
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
と
い
う
意
味
で
の
自
由
の
問
題
を
も
ち

だ
そ
う
と

57
）

す
る
」。
責
任
は
意
思
自
由
に
基
づ
く
の
で
あ
る
か
ら
、
刑
罰
は
応
報
の
意
味
を

58
）

も
つ
。
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プ
ラ
ッ
ツ
グ
マ
ー
と
出
立
点
を
同
じ
く
す
る
が
、
し
か
し
、
応
報
思
想
を
支
持
し
な
い
の
が
オ
ッ
ト
ー
・
ト
リ
フ
テ
ラ
ー
（

＊一
九
三
一
）

で
あ
る
。
ト
リ
フ
テ
ラ
ー
は
、
人
間
は
、
体
質
、
知
能
、
社
会
環
境
の
影
響
を
受
け
て
は
い
る
が
、
身
体
的
、
心
理
的
状
態
に
基
づ
き
、

複
数
の
行
為
態
様
の
中
か
ら
一
つ
を
選
択
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
と
き
、
意
思
自
由
が
あ
る
と
い
え
る
こ
と
（
い
わ
ゆ
る
相
対
的
非

決
定
論
）、
こ
う
い
っ
た
「
基
本
的
な
」
意
思
自
由
が
個
人
的
非
難
可
能
性
を
正
当
化
す
る
こ
と
、
と
い
う
の
も
、
刑
法
は
緊
急
避
難
と
か

責
任
無
能
力
と
い
っ
た
、
特
殊
な
「
強
制
状
況
」
を
考
慮
し
て
い
る
か
ら
だ
と
指
摘
し
た
上
で
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。
自
然
科

学
的
に
は
決
定
論
も
非
決
定
論
も
証
明
も
反
駁
も
で
き
な
い
が
、
立
法
者
が
そ
の
こ
と
で
意
思
自
由
を
規
範
的
に
捉
え
、
そ
こ
に
責
任
刑

法
の
前
提
を
見
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
個
人
的
非
難
可
能
性
を
専
ら
意
思
自
由
の
規
範
的
仮
定
に
依
拠
さ
せ
る
こ
と
は

責
任
刑
法
の
基
礎
と
し
て
擁
護
で
き
る
。
意
思
自
由
は
現
行
法
上
推
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
具
体
的
事
例
に
お
い
て
、
他
行
為
可
能
性

は
な
か
っ
た
と
の
反
証
が
可
能
で
あ
る
。
人
は
そ
の
経
験
か
ら
「
自
己
の
意
欲
と
行
為
に
お
い
て
自
由
で
あ
る
と
い
う
主
観
的
感
情
」
を

有
し
て
い
る
。
こ
れ
と
結
び
つ
く
の
が
も
う
一
つ
別
の
「
自
己
の
行
為
に
対
し
て
の
個
人
的
答
責
の
感
情
」
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
わ
れ

わ
れ
は
決
定
状
況
に
お
い
て
自
由
で
あ
る
と
感
ず
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
実
際
に
も
自
由
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
導
く
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
し
か
し
、「
例
外
状
況
を
別
と
す
れ
ば
、
支
配
で
き
る
意
思
を
、
そ
れ
故
、
責
任
に
対
応
す
る
刑
罰
を
正
し
い
と
感
ず
る
、

つ
ま
り
、
所
為
に
対
す
る
社
会
の
適
切
な
反
作
用
だ
と
感
ず
る
能
力
も
有
し
て
い
る
」と
い
う
意
識
を
人
間
は
も
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
で
個
人
的
非
難
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
十
分
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
意
識
に
基
づ
き
、
行
為
者
は
、
実
際
に
は
法
に
反
す

る
決
定
を
し
た
が
、
法
に
合
致
し
た
決
定
を
す
る
こ
と
も
で
き
た
の
だ
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
ト
リ
フ
テ
ラ
ー
は
、
さ
ら
に
、
刑
法
の
前

提
と
し
て
の
自
由
意
思
も
責
任
主
義
を
意
思
自
由
の
主
観
的
感
情
に
結
び
つ
け
る
こ
と
も
人
間
の
尊
厳
か
ら
明
ら
か
に
な
る
と
論
ず
る
。

行
為
者
に
自
分
の
行
為
へ
の
個
人
的
答
責
を
認
め
る
こ
と
し
か
行
為
者
に
「
個
人
と
し
て
の
承
認
」
を
保
障
し
な
い
。
意
思
自
由
の
前
提

が
あ
っ
て
こ
そ
、
行
為
者
は
人
と
し
て
「
真
剣
に
考
え
て
も
ら
え
る
」
と
論

59
）

ず
る
。
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デ
イ
ー
テ
ル
ム
・
キ
ー
ナ
ッ
ペ
ル
（

＊一
九
三
五
）
も
、
刑
法
の
責
任
概
念
は
社
会
倫
理
的
無
価
値
判
断
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
意
思
自
由

と
絡
め
る
と
決
定
論
対
非
決
定
論
と
い
う
不
毛
且
つ
解
決
で
き
な
い
論
争
に
立
ち
入
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
に
し

て
、
人
間
の
規
範
的
応
答
可
能
性
と
い
う
経
験
事
実
に
照
準
を
合
わ
せ
る
べ
き
だ
と
論
じ
、
刑
罰
に
つ
い
て
は
、「
刑
罰
は
そ
れ
を
科
せ
ら

れ
る
者
か
ら
も
一
般
の
人
々
か
ら
も
（
少
な
く
と
も
）
応
報
と
感
じ
ら
れ
る
」
こ
と
、
応
報
は
独
自
の
、
意
味
に
あ
る
刑
罰
目
的
と
し
て

は
時
代
遅
れ
と
な
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
調
整
的
正
義
へ
の
根
源
的
要
求
を
人
々
の
頭
か
ら
放
逐
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
依
然
と
し

て
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
応
報
刑
思
想
を
支
持

60
）

す
る
。
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
ッ
ク
ス
（

＊一
九
四
九
）
は
、
刑
法
の
責
任
を

倫
理
的
責
任
か
ら
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
原
理
的
に
「
自
己
決
定
の
可
能
性
」
が
責
任
の
前
提
の
基
礎
に
あ
る
こ
と
を
主
張

す
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
責
任
は
二
つ
の
点
で
問
題
を
含
ん
で
い
る
、
つ
ま
り
、
そ
の
一
は
、
意
思
自
由
そ
れ
自
体
の
証

明
が
な
い
こ
と
、
そ
の
二
は
、
決
定
自
由
と
い
う
も
の
の
基
本
的
可
能
性
か
ら
出
立
し
て
も
、
具
体
的
行
為
者
が
具
体
的
所
為
状
況
で
他

行
為
が
で
き
た
か
否
か
は
依
然
と
し
て
未
解
明
で
あ
る
こ
と
、
結
局
、
個
別
事
例
に
お
け
る
倫
理
的
責
任
は
人
間
の
判
断
、
し
た
が
っ
て
、

裁
判
官
の
判
断
か
ら
免
れ
る
こ
と
、
そ
れ
故
、「
一
般
化
す
る
」
余
地
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
論

61
）

ず
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
不
可
知
論
か
ら
現
行
刑
法
を
理
解
す
る
の
が
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
モ
ー
ス
（

＊一
九
三
二
）
で
あ
る
。
現
行
刑
法

は
意
思
自
由
に
関
し
て
不
可
知
論
か
ら
出
立
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
意
思
自
由
を
肯
定
す
る
か
否
定
す
る
か
は
各
個
人
に
任
せ
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
刑
法
が
両
方
と
も
承
認
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
刑
法
の
責
任
概
念
は
、
悪
事
へ
の
自
律
的

決
定
の
意
味
で
の
意
思
自
由
に
基
づ
く
の
で
な
く
、
一
般
的
価
値
観
念
に
照
ら
し
た
自
由
な
動
機
づ
け
可
能
性
と
行
為
者
決
定
の
非
難
可

能
性
に
基
づ
く
。
そ
れ
故
、
法
律
の
責
任
概
念
か
ら
応
報
を
法
律
の
刑
罰
目
的
と
し
て
導
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
責
任
は
、
不
法
と

同
じ
く
、
社
会
学
的
帰
属
の
手
続
き
で
あ
る
。
行
為
者
が
非
難
さ
れ
る
の
は
、
行
為
者
に
代
わ
っ
て
、
法
的
に
保
護
さ
れ
た
価
値
と
結
び
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つ
く
人
間
な
ら
法
に
誠
実
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
社
会
倫
理
的
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
責
任
非
難
が
刑
法
の
基
礎

で
あ
る
。
こ
の
責
任
非
難
は
行
為
者
の
動
機
に
応
じ
た
正
し
い
個
別
化
を
可
能
と
す
る
。
行
為
者
人
格
が
性
格
的
責
任
要
素
ゆ
え
に
、
応

報
原
理
の
純
粋
な
行
為
刑
法
よ
り
も
、
い
っ
そ
う
強
く
視
野
に
入
る
。
責
任
非
難
は
社
会
学
的
に
も
裁
判
官
に
も
制
約
さ
れ
る
か
ら
、
責

任
と
刑
罰
の
問
題
に
よ
り
高
次
元
の
正
義
を
も
ち
だ
す
な
ら
、
そ
れ
は
余
り
に
も

越
な
こ
と
に
な
ろ
う
。
責
任
概
念
の
脱
神
話
化
が
必

要
で
あ
る
。
責
任
に
お
け
る
個
別
化
の
役
に
立
つ
の
が
、
禁
止
の
錯
誤
や
期
待
不
可
能
性
と
い
う
一
般
的
免
責
事
由
で
あ
る
。
両
者
と
も

に
寛
容
と
経
験
的
個
別
正
義
の
証
明
と
な
る
が
、
し
か
し
、
社
会
的
評
価
尺
度
に
よ
っ
て
限
定
さ

62
）

れ
る
。

ｃ

ス
イ
ス

ギ
ュ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ト
ラ
ー
テ
ン
ヴ
ェ
ル
ト
（

＊一
九
二
四
）
は
次
の
よ
う
に
論

63
）

ず
る
。
犯
罪
者
の
処
罰
を
要
求
し
、

正
当
化
す
る
の
が
犯
罪
者
の
責
任
だ
と
す
る
と
、
そ
の
前
提
に
は
、
行
為
が
自
由
な
意
思
決
定
に
起
因
す
る
こ
と
、
行
為
者
が（
倫
理
的
）

非
難
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
近
代
学
派
の
出
現
以
来
、
意
思
自
由
に
関
す
る
論
争
が
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
今
の
と
こ

ろ
、
意
思
自
由
論
争
を
科
学
的
方
法
で
決
着
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
抽
象
的
に
人
間
の
意
思
自
由
か
ら
出
立
し
う
る
と
し
て
も
、
具
体

的
行
為
者
が
そ
の
具
体
的
社
会
状
況
に
お
い
て
行
為
の
瞬
間
に
い
か
な
る
行
為
の
余
地
を
も
っ
て
い
た
か
と
い
う
い
ま
ひ
と
つ
別
の
問
題

が
依
然
と
し
て
残
る
。
人
間
の
行
動
は
個
人
的
、
社
会
的
要
因
の
き
わ
め
て
複
雑
な
相
互
作
用
か
ら
生
ず
る
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
個

人
は
特
定
の
時
点
で
決
し
て
好
き
な
よ
う
に
決
定
し
え
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
、
こ
の
こ
と
に
疑
い
を
入
れ
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

な
る
ほ
ど
、
行
為
者
を
犯
罪
へ
と
せ
き
た
て
た
か
も
し
れ
な
い
外
的
又
は
内
的
理
由
が
認
識
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
、「
自
由
か
ら（a

u
s

 
F
reih

eit

）」
で
た
犯
罪
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
機
会
犯
の
か
な
り
の
部
分
、
例
え
ば
、
店
舗
窃
盗
が
こ
れ
に
入
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
常
習
犯
の
大
部
分
に
こ
う
い
っ
た
自
由
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
う
い
っ
た
犯
罪
者
の
成
育
歴
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
者
に

刑
罰
を
そ
の
（
倫
理
的

）
責
任
で
正
当
化
す
る
な
ら
、
不
誠
実
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
再
現
し
え
な
い
行
為
状
況
に
お
け
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る
行
為
者
の
個
人
的
能
力
に
完
全
に
照
準
を
合
わ
せ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
刑
法
の
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
行
為
自
由
は
証
明
で
き
な

い
し
、
ま
し
て
や
刑
事
手
続
き
の
形
式
、
手
段
で
は
無
理
で
あ
る
。
純
粋
の
責
任
刑
法
は
実
現
で
き
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
刑
法
の
責
任

概
念
は
刑
事
政
策
の
要
請
に
譲
歩
し
て
、「
一
般
的
・
社
会
的
」
責
任
概
念
を
構
想
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
責
任
を
行
為
者
の
状
況
に

い
る
平
均
人
に
関
連
づ
け
る
以
外
の
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
刑
法
の
責
任
は
決
し
て
現
実
の
責

任
を
意
味
し
な
い
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
責
任
に
関
連
づ
け
ら
れ
た
刑
罰
を
十
分
に
正
当
化
す
る
も
の
で
も

64
）

な
い
。

つ
づ
く
）
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frech

tssy
stem

a
tisch

en S
ch
u
ld
leh
re,

1974,
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2 ff.
５
）

T
riffterer

,
(F
n
.
3),

20.
K
a
p
 
R
n
 
16;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

12.
K
a
p
 
R
n
 
1.

D
a
g
eg
en
 
M
.
B
u
rgstaller

,
G
ru
n
d
p
ro
b
lem

e
 
d
es

 
S
tra
fzu

m
essu

n
g
srech

ts in Ö
sterreich

,
Z
S
tW
 
94
(1982),

127 ff.,
134

（
量
刑
責
任
は
犯
罪
概
念
に
お
け
る
責
任
に
加
え
て
負
責
さ
れ
る
不
法
も
包

含
す
る
）。

６
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

12.
K
a
p R

n 2.

７
）

参
照
、
内
藤
謙
『
刑
法
講
義
総
論
（
上
）』
一
九
八
三
年
・
一
一
二
頁
以
下
。

８
）

B
V
erfG

E
 
9,
167

(169);
20,

323,
(331);

25,
269

(285);
57,

250
(275);

86,
288

(313),
95,

96
(140);

123,
267

(413) ［
L
issa

b
o
n
-U
rteil ］

「
刑

法
は
責
任
原
理
に
基
づ
く
。
責
任
原
理
の
前
提
に
は
、
自
己
の
行
為
を
自
ら
決
定
し
、
自
己
の
意
思
自
由
に
よ
っ
て
法
と
不
法
を
選
択
決
定
で
き
る
人
間
の

自
己
答
責
が
あ
る
。
人
間
の
尊
厳
の
保
護
の
基
礎
に
は
、
自
由
に
自
己
決
定
し
、
発
展
す
る
素
質
を
有
す
る
精
神
的
・
倫
理
的
存
在
と
し
て
人
間
を
捉
え
る

考
え
が
あ
る
」;B

V
erfG

 
S
tra
F
o 2007,

369
(T
z.
22);

B
V
erG

 
N
JW
 
2009,

1061
(1062 f.).

V
g
l.
C
.
R
oxin

,
S
tra
frech

t A
T
,
B
d
.
I,
4.
A
u
fl.,

2006,
3 R

n 51 ff.;
Jesch

ek
/
W
eigen

d
,
(F
n
.
1),

4 I 2,
II 2;

H
.
A
.
W
olff

,
D
er G

ru
n
d
sa
tz
” n
u
lla p

o
en
a sin

e cu
lp
a
“
a
ls V

erfa
ssu

n
g
sre-

ch
tsta

a
t,
A
o
R
 
1999,

55 ff.

９
）

A
.
T
ipold

,
W
ien
er K

o
m
m
en
ta
r zu

m
 
S
tra
fg
esetzb

u
ch
,
2.
A
u
fl.,

2005,
4 R

n 5,
44 ff.;

M
.
K
arollu

s
,
Z
u
r v
erfa

ssu
n
g
srech

tlich
en

 
V
era

n
k
eru

n
g d

es stra
frech

tlich
en S

ch
u
ld
p
rin
zip
s,
Ö
JZ 1987,

677 ff.;
P
.
L
ew
isch

,
V
erfa

ssu
n
g u

n
d S

tra
frech

t.
V
erfa

ssu
n
g
srech

tli-

ch
e G

ren
zen d

er S
tra
fg
esetzg

eb
u
n
g
,
1993;

M
oos

,
(F
n
.
1),

4 R
n 12 ff.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.1),

12.
K
a
p R

n 2.

10
）

F
.
B
om
m
er
,
B
a
sler K

o
m
m
en
ta
r S

tra
frech

t I,
3.
A
u
fl.,

2013,
V
o
r A

rt 19 R
n 32.

11
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

12.
K
a
p R

n 3.

12
）

M
oos

,
(F
n
.
1),

4 R
n 4;

d
ers
.,
D
er B

eg
riff d

er
” g
erin

g
en S

ch
u
ld
“
in

42 S
tG
B
,
in
:
P
la
tzg

u
m
m
er-F

S
,
1995,

84 m
it F

N
 
45;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

12.
K
a
p R

n 3;
Jesch

eck
/
W
eigen

d
,
(F
n
.
1),

39 I 1.

13
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

12.
K
a
p R

n 3.

14
）

M
oos

,
(F
n
.
1),

4 R
n 10,

12;
S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

12.
K
a
p R

n 4.

15
）

M
oos

,
(F
n
.
1),

4 R
n 18 ff.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.),
12.

K
a
p R

n 4;
Jesch

eck
/
W
eigen

d
,
(F
n
.
1),

38 IV
 
1.

16
）

E
.
M
ezger

,
D
eu
tsch

es S
tra
frech

t.
E
in G

ru
n
d
riß
,
1938,

72 f.;
d
ers
.,
D
ie S

tra
fta
t a
ls G

a
n
zes,

Z
S
tW
 
57
(1938),

675 ff.

パ
オ
ル
・
ボ
ッ

ケ
ル
マ
ン
は
生
活
決
定
責
任
（L

eb
en
sen

tsch
eid
u
n
g
ssch

u
ld

）
と
い
う
用
語
を
用
い
る
こ
と
で
、
行
状
責
任
論
を
評
価
し
つ
つ
も
、
行
為
者
の
人
格
形
成
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に
は
、
個
々
的
に
見
る
と
、
非
難
に
値
し
な
い
行
為
も
寄
与
し
て
い
る
の
で
、
行
為
者
の
行
状
の
全
体
に
非
難
を
加
え
る
こ
と
は
適
切
で
な
く
、
む
し
ろ
、

生
活
決
定
、
つ
ま
り
、
悪
に
向
か
っ
て
の
生
活
転
向
と
い
う
意
思
的
要
素
に
責
任
の
根
拠
を
求
め
た
。P.

B
ockelm

an
n
,
S
tu
d
ien zu

m
 
T
a
terstra

frech
t,

2.
T
eil,

1940,
128 ff.,

153.

参
照
、
大
谷
実
『
人
格
責
任
論
の
研
究
』
一
九
七
二
年
・
二
七
五
頁
以
下
、
川
崎
一
夫
「
メ
ツ
ガ
ー
の
性
格
論
的
責
任
論
」

『
創
価
法
学
』
１
・
１
（
一
九
七
二
）
九
一
頁
以
下
、
２
・
１
（
一
九
七
二
）
五
七
頁
以
下
、
同
「
ボ
ッ
ケ
ル
マ
ン
の
行
為
責
任
論
」『
創
価
法
学
』
３
・
２

＝

３
（
一
九
七
四
）
一
頁
以
下
。
な
お
、
ド
イ
ツ
刑
法
旧
第
20
条
ａ
（
危
険
な
常
習
的
犯
罪
者
）
は
一
九
六
九
年
の
第
一
次
刑
法
改
正
法
に
よ
り
削
除
さ
れ

た
の
で
、
行
状
責
任
は
今
日
的
意
味
を
失
っ
た
。

17
）

R
.
M
oos

,
D
er S

ch
u
ld
b
eg
riff im

 
o
sterreich

sch
en S

tG
B
,
in
:
T
riffterer-F

S
,
1998,

169 ff.,
175 f.

（
邦
訳
、
吉
田
敏
雄
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑

法
に
お
け
る
責
任
概
念
」
北
海
学
園
大
学
『
法
学
研
究
』
三
三
巻
一
号
（
一
九
九
七
年
）
一
七
三
頁
以
下
、
一
七
八
頁
以
下
）;d

ers
.,
(F
n
.
1),

4 R
n 6 u

.

84;
S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),
12.

K
a
p R

n 5;
T
riffterer

,
(F
n
.
3),
12.

K
a
p R

n 11;
F
u
ch
s
,
(F
n
.
4),
6.
K
a
p R

n 11;
F
.
N
ow
akow

ski,
D
a
s A

u
sm
a
ß

d
er S

ch
u
ld
,
S
ch
w
Z
S
tR
 
65

(1950),
301 ff.,

325;
Jesch

eck
/
W
eigen

d
,
(F
n
.
1),

4 I 1,
38 IV

 
1 f.;

H
.-J.

R
u
d
olph

i,
S
y
stem

a
tisch

er
 

K
o
m
m
en
ta
r zu

m
 
S
tra
fg
esetzb

u
ch
,
1989,

V
o
r

19 R
n 3;

R
oxin

,
(F
n
.
8),

19 R
n 62;

O
L
G
 
H
a
m
m
 
G
A
 
1969,

26.

18
）

Jesch
eck

/
W
eigen

d
,
(F
n
.
1),

37 I 1.

19
）

T
h
.
R
ittler

,
L
eh
rb
u
ch d

es o
sterreich

sch
en S

tra
frech

ts A
T
 
I,
2.
A
u
fl.,

1954,
153 ff.;

T
riffterer

,
(F
n
.
3),

12.
K
a
p R

n
.
14 ff.;

H
.

F
u
ch
s
,
(F
n
.
4)),

2.
K
a
p R

n 30 f.,
21.

K
a
p R

n 4;
H
.
R
oed

er
,
D
ie L

eh
re v

o
n d

er W
illen

sfreih
eit in d

er stra
frech

tsp
h
ilo
sp
h
isch

en
 

D
o
k
trin d

er G
eg
en
w
a
rt,

JB
l 1964,

229 ff.

20
）

B
G
H
S
t
(G
S
)
2,
194

(200);
D
a
zu T

riffterer
,
(F
n
.
3),

12.
K
a
p R

n
.
14 ff.;

Jesch
eck

/
W
eigen

d
,
(F
n
.
1),

37 I 2 a
..

21
）

M
oos

,
(F
n
.
1),

4 R
n 55;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

12.
K
a
p R

n 7.

22
）

T
h
.
v.
A
qu
in
,
D
e V

erita
te,

q
u
a
estio 24,

a
rt.

7,
co
rp
u
s a
rticu

li.
V
g
l.
Jesch

eck
/
W
eigen

d
,
(F
n
.
1),

37 I b
;
S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),
12.

K
a
p R

n 7.

23
）

K
.
H
ilpert,

D
ie Id

ee d
er M

en
sch

en
w
u
rd
e a

u
s d
er S

ich
t ch

ristlich
er T

h
eo
lo
g
ie,

in
:
H
.J.

S
an
d
ku
h
ler

(H
rsg

.),
M
en
sch

en
w
u
rd
e.

P
h
ilo
sp
h
isch

e,
th
eo
lo
g
isch

e u
n
d ju

ristisch
e A

n
a
ly
sen

,
2007,

41 ff.,
43.

V
g
l.
S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

12.
K
a
p R

n 7.

24
）

I.
K
an
t,
K
ritik d

er rein
en V

ern
u
n
ft,
1781,

1787,
A
534 /B

562

（
邦
訳
、
有
福
孝
岳
『
純
粋
理
性
批
判

中
』（
カ
ン
ト
全
集
五
）
二
〇
〇
三
年

二
三
三
頁
）。D

a
zu M

oos
,
(F
n
.
1),

4 R
n 54 ff.

m
it F

N
 
122.

25
）

M
oos

,
(F
n
.
1),

4 R
n 55.
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26
）

M
oos

,
(F
n
.
1),

4 R
n 54.

27
）

M
oos

,
(F
n
.
1),

4 R
n 56.

28
）

A
rth
u
r K

au
fm
an
n
,
D
a
s S

ch
u
ld
p
rin
zip
,
2.
A
u
fl.,

1976,
197 ff.

29
）

I.
K
an
t,
D
ie M

eta
p
h
y
sisch

e A
n
fa
n
g
sg
ru
n
d
e d

er R
ech

tsleh
re
(H
era

u
sg
eb
er V

orlan
d
er
,
1922 /1966,

II.
T
eil,

1.
A
b
sch

n
it,
A
llg

 
A
n
m
 
E 1

（
邦
訳
、
樽
井
正
義
／
池
尾
恭
一
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
カ
ン
ト
全
集
一
一
）
二
〇
〇
二
年
一
七
八
頁
以
下
）。
な
お
、
カ
ン
ト
自
身
は
意
思
自
由

の
経
験
的
証
明
の
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
そ
の
二
元
体
系
に
よ
る
と
、
人
間
の
性
質
は
肉
体
的
、
経
験
・
因
果
関
係
的
部
分
と
、
道
徳
的
積
極
的
、「
形

而
上
学
的
」
精
神
的
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
後
者
が
、「
実
践
理
性
」
の
要
求
に
応
じ
て
、
自
己
定
立
さ
れ
た
、
義
務
の
「
定
言
的
命
令
」
に
よ
っ
て
前
者
に

超
越
す
る
。V

g
l.
M
oos

,
(F
n
.
1),

4 R
n 59 m

it F
N
 
123.

30
）

G
.
W
.
F
.
H
egel,

R
ech

tsp
h
ilo
so
p
h
ie,

1821,
100

（
邦
訳
、
藤
野
渉
／
赤
沢
正
敏
『
法
の
哲
学
』（
世
界
の
名
著
四
四

『
ヘ
ー
ゲ
ル
』
一
九
七
八

年
）
所
収
）。

31
）

H
egel,

(F
n
.
30),

82.

32
）

C
h
.
R
.
K
ostlin

,
S
y
stem

 
d
es d

eu
tsch

en S
tra
frech

ts,
A
b
t.
A
T
,
1855,

128.

33
）

K
.
B
in
d
in
g
,
D
ie N

o
rm
en u

n
d ih

re Ü
b
ertretu

n
g
,
B
d
.
II,

1,
2.
A
u
fl.,

1914,
270 ff.

D
a
zu A

ch
en
bach

,
(F
n
.
4),

27 ff.;
Jesch

eck
/

W
eigen

d
,
(F
n
.
1),

38 II 1.

34
）

M
oos

,
(F
n
.
1),

4 R
n 59.

35
）

V
g
l.
R
.
M
oos

,
P
o
sitiv

e G
en
era

lp
ra
v
en
tio
n u

n
d V

erg
eltu

n
g
,
in
:
P
a
llin

-F
S
,
1989,

283 ff.,
286.

36
）

M
oos

,
(F
n
.
35),

286.

37
）

M
oos

,
(F
n
.
35),

285 f.

38
）

M
oos

,
(F
n
.
35),

286.

39
）

F
.
v.
L
iszt,

S
tra
frech

tlich
e A

u
fsa
tze u

n
d V

o
rtra

g
e,
B
d
.
II,

1905,
52.

40
）

V
g
l.
M
oos

,
(F
n
.
35),

287.

41
）

Jesch
eck

/
W
eigen

d
,
(F
n
.
1),

37 I 1.

42
）

B
eg
ru
n
d
u
n
g d

es R
eg
ieru

n
g
sen

tw
u
rfs zu

m
 
S
tG
B
,
1962,

96.

43
）

K
au
fm
an
n
,
(F
n
.
28),

208.
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44
）

K
au
fm
an
n
,
(F
n
.
28),

208;
d
ers
.,
U
n
zeitg

em
a
ß
e B

etra
ch
tu
n
g
en zu

m
 
S
ch
u
ld
g
ru
n
d
sa
tz im

 
S
tra
frech

t,
Ju
ra 1986,

225 ff.

（
人
間
が

具
体
的
状
況
下
で
自
由
に
決
定
で
き
、
自
由
に
行
動
で
き
た
か
否
か
を
精
確
に
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
自
由
を
そ
も
そ
も
疑
問
視
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
人
間
の
実
存
的
自
由
は
結
局
の
と
こ
ろ
人
間
の
精
神
的
自
己
決
定
能
力
と
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
）。

45
）

E
.
A
.
W
olff

,
K
a
u
sa
lita

t u
n
d T

u
n u

n
d U

n
terla

ssen
,
1967,

62,
64 f.

46
）

M
.
K
oh
ler
,
S
tra
frech

t A
T
,
1977,

348.

47
）

B
.
S
ch
u
n
em
an
n
,
D
ie d

eu
tsch

sp
ra
ch
ig
e S

tra
frech

tsw
issen

sch
a
ft n

a
ch d

er S
tra
frech

tsrefo
rm
 
im
 
S
p
ieg
el d

es L
eip
zig
er K

o
m
-

m
en
ta
rs u

n
d d

es W
ien
er K

o
m
m
en
ta
rs,

2.
T
eil:

S
ch
u
ld u

n
d K

rim
in
a
lp
o
litik

,
G
A
 
1986,

293 ff.

48
）

B
.
S
ch
u
n
em
an
n
,
D
ie F

u
n
k
tio
n d

es S
ch
u
ld
p
rin
zip
s im

 
P
ra
v
en
tio
n
sstra

frech
t,
in
:
B
.
S
ch
u
n
em
an
n
(H
rsg

.),
G
ru
n
d
fra
g
en
 
d
es

 
m
o
d
ern

en S
tra
frech

tssy
stem

s,
1984,

163 ff.

49
）

K
.
L
ackn

er
,
P
ra
v
en
tio
n u

n
d S

ch
u
ld
u
n
fa
h
ig
k
eit,

in
:
K
lein

k
n
ech

t-F
S
,
1985,

245 ff.,
249.

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
近
時
は
、
脳
研
究
に
基
づ
く

神
経
生
理
学
的
決
定
論
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
願
望
、
目
標
及
び
行
為
を
自
由
に
決
定
で
き
る
と
い
う
感
覚
は
、
そ
の
感
覚
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
否

定
し
よ
う
が
な
い
が
、
完
全
な
仮
象
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
人
の
決
定
は
、
自
分
の
決
定
を
自
覚
す
る
前
に
、
大
脳
辺
縁
系
に
お
い
て
あ
ら
か
じ
め
決
定
さ

れ
る
。
端
的
に
表
現
す
る
と
、「
人
は
望
む
こ
と
を
す
る
の
で
な
く
、
す
る
こ
と
を
望
む
」。
し
た
が
っ
て
、
責
任
主
義
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
。W

.
P
rin
z
,

F
reih

eit o
d
er W

issen
sch

a
ft?,

in
:
M
.
von G

ran
ach

,
K
.
F
oppa

(H
rsg

.),
F
reih

eit d
es E

n
tsch

eid
en
s u
n
d H

a
n
d
eln
s,
1996,

86 ff.,
98;

W
.

S
in
ger

,
E
in
 
n
eu
es M

en
sch

en
b
ild
?
G
esp

ra
ch
e
 
u
b
er H

irn
fo
rsch

u
n
g
,
2003;

G
.
R
oth

,
W
illen

sfreih
eit,

V
era

n
tw
o
rtlich

k
eit u

n
d

 
V
erh

a
lten

sa
u
to
n
o
m
ie d

es M
en
sch

en a
u
s d
er S

ich
t d
er H

irn
fo
rsch

u
n
g
,in
:L
a
m
p
e-F

S
,2003,43 ff.;d

ers
.,F

u
h
len
,D
en
k
en
,H
a
n
d
eln
.

W
ie d

a
s G

eh
irn u

n
ser V

erh
a
lten steu

ert,
2003.

こ
れ
に
対
し
て
は
様
々
な
批
判
が
あ
る
。
決
定
の
自
覚
に
先
立
っ
て
決
定
が
あ
る
と
い
う
実
験
結

果
の
言
明
力
に
疑
問
が
あ
る
と
い
う
点
は
別
に
し
て
、
実
験
の
解
釈
は
原
因
を
根
拠
と
取
り
違
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
決
定
の
よ
う
な
精
神
過
程
の

基
礎
に
は
脳
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
事
象
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
な
る
ほ
ど
、
そ
の
両
者
の
間
に
何
ら
か
の
結
び
つ
き
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、

し
か
し
、
そ
の
事
象
が
決
定
を
決
め
る
こ
と
を
示
し
て
い
な
い
。
因
果
関
係
の
科
学
と
し
て
の
脳
研
究
は
そ
の
方
法
論
か
ら
し
て
、「
根
拠
」に
関
す
る
言
明

を
下
せ
な
い
。
仮
に
神
経
生
理
学
的
決
定
論
が
正
し
い
と
し
て
も
、
責
任
非
難
が
社
会
的
に
考
慮
さ
れ
た
基
礎
に
基
づ
く
か
ぎ
り
、
刑
法
は
責
任
非
難
を
放

棄
す
べ
き
だ
と
云
う
こ
と
に
な
ら
な
い
。B

om
m
er
,
(F
n
.
10),

V
o
r A

rt.
19 R

n 9;
H
.
S
ch
och

,
L
eip
zig
er K

o
m
m
en
ta
r S

tra
fg
esetzb

u
ch B

d
.

1,
12.

A
u
fl.,

2007,
20 R

n 26;
K
.
K
u
h
l,
S
tra
fg
esetzb

u
ch K

o
m
m
en
ta
r,
26.

A
u
fl.,

2007,
V
o
r

13 R
n 26a

;
T
h
.
L
en
ckn

er,
J.
E
isele

,

S
ch
o
n
k
e /S

ch
ro
d
er S

tra
fg
esetzb

u
ch
.
K
o
m
m
en
ta
r,
28.

A
u
fl.,

2010,
V
o
rb
em

13 R
n 110a

.

な
お
、
最
近
の
神
経
生
理
学
的
脳
研
究
の
知
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見
を
紹
介
し
た
も
の
に
、F

.
S
tren

g
,
S
ch
u
ld
b
eg
riff u

n
d H

irn
fo
rsch

u
n
g
,
in
:
Ja
k
o
b
s-F

S
,
2007,

675 ff.
50
）

J.
B
au
m
an
n
 
u
.a
.,
A
ltern

a
tiv
-E
n
tw
u
rf ein

es S
tra
fg
esetzb

u
ch
es A

T
,
1.
A
u
f.
1966,

2.
A
u
fl.,

1969.

51
）

W
.
G
allas

,
Z
u
m
 
g
eg
en
w
a
rtig

en T
eil d

es A
ltern

a
tiv
-E
n
tw
u
rfs,

Z
S
tW
 
80
(1968),

1 ff.

52
）

H
.
J.
H
irsch

,
D
a
s S

ch
u
ld
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rin
zip u

n
d sein

e F
u
n
k
tio
n im

 
S
tra
frech

t,
Z
S
tW
 
106

(1994),
746 ff.,

763 f.

（
邦
訳
、
吉
田
敏
雄
「
刑
法
に

お
け
る
責
任
主
義
と
そ
の
機
能
」
北
海
学
園
大
学
『
法
学
研
究
』
三
一
巻
三
号
（
一
九
九
六
）
四
九
一
頁
以
下
、
五
〇
三
頁
以
下
）;d

ers
.,D

a
s S
ch
u
ld
p
rin
zip

 
u
n
d sein

e F
u
n
k
tio
n im

 
S
tra
frech

t,
in
:
E
.
P
lyw

aczew
ski

(H
rsg

.),
A
k
tu
elle P

ro
b
lem

e d
es S

tra
frech

ts u
n
d d

er K
rim

in
o
lo
g
ie,

1998,

201 f.
Z
u
stim

m
en
d E

.
D
reh

er
,
D
ie W

illen
sfreih

eit.
E
in zen

tra
les P

ro
b
lem

 
m
it v

ielen S
eiten

,
1987,

59,
383 ff.

（
刑
法
に
と
っ
て
自
由

の
問
題
は
「
避
け
て
通
れ
る
問
い
で
は
な
く
、
運
命
を
決
す
る
問
い
そ
の
も
の
」
で
あ
る
。
自
由
と
答
責
は
人
間
が
共
同
生
活
を
行
う
う
え
で
放
棄
で
き
な

い
要
素
で
あ
る
。「
人
々
は
自
分
た
ち
が
体
験
し
て
い
る
現
実
以
外
の
現
実
を
も
た
な
い
の
は
周
知
の
こ
と
だ
か
ら
、
責
任
主
義
は
思
想
上
の
証
明
も
経
験
的

証
明
も
要
し
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
は
証
明
の
で
き
る
領
域
の
外
側
に
あ
る
」。A

.
G
riffel,

P
ra
v
en
tio
n
 
u
n
d
 
S
ch
u
ld
stra

fe.
Z
u
m
 
P
ro
b
lem

 
d
er

 
W
illen

freih
eit,

Z
S
tW
 
98
(1986),

28 ff.;
B
.
B
u
rkh

ard
t,
S
ch
u
ld
p
rin
zip

｜U
n
rech

tsb
ew
u
sstsein

｜” S
ch
u
ld
th
eo
rie“

｜

V
erm

eid
b
a
r-

k
eit d

es V
erb

o
tsirrtu

m
s,
in
:
A
.
E
ser,

B
.
B
u
rkh

ard
t,
S
tra
frech

t I,
4.
A
u
fl.,

1992,
163 ff.;

S
ch
och

,
(F
n
.
49),

20 R
n 23;

L
en
ckn

er
/

E
isele

,
(F
n
.
49),

V
o
rb
em

13 R
n 110;

J.
W
essels,

W
.
B
eu
lke u

.
H
.
S
atzger

,
S
tra
frech

t A
T
,
43.

A
u
fl.,

2013,
10 R

n 397

「
倫
理
的

に
成
熟
し
た
、
精
神
的
に
健
康
な
人
間
の
答
責
原
則
は
わ
れ
わ
れ
の
社
会
存
在
の
覆
す
こ
と
の
で
き
な
い
現
実
で
あ
る
」;V

.
K
rey,

R
.
E
sser

,D
eu
tsch

es
 

S
tra
frech

t A
T
,
5.
A
u
fl.,

2012,
20 R

n 689

「
意
思
自
由
を
仮
定
す
る
こ
と
な
し
に
は
人
間
の
共
同
生
活
の
準
則
と
し
て
の
禁
止
、
命
令
の
規
範
化
は

無
意
味
で
あ
る
」。
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R
oxin

,
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n
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8),
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n 36 f.
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,
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236 ff.,
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d
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W
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S
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u
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1980,

V
o
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em
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V
o
r

18 -20,
R
n
.
5.

56
）

P
latzgu

m
m
er
,
(F
n
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4),

325.

57
）

P
latzgu

m
m
er
,
(F
n
.
4),
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）

P
latzgu

m
m
er
,
(F
n
.
4),

321 ff.
Z
u
stim

m
en
d T

sch
u
lik
,
R
ezen

sio
n d

er F
S P

a
llin

,
Ö
JZ 1989,

764 ff.,
765;

P
.
L
ew
isch

,
(F
n
.
9),
237 ff.

59
）

T
riffterer

,
(F
n
.
3),

12.
K
a
p R

n 14 ff.
V
g
l.
Z
ipf

,
(F
n
.
4),

186 ff.
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60
）

D
.
K
ien
apfel,

G
ru
n
d
riß

d
es o

sterreich
sch

en S
tra
frech

ts A
T
,
6.
A
u
fl.,

1996,
Z 2 R

n 9.
61
）

F
u
ch
s
,
(F
n
.
4),

2.
K
a
p R

n 32 ff.

62
）

R
.
M
oos

,
D
ie g

esellsch
a
ftlich

e F
u
n
k
tio
n d

es S
tra
frech

ts u
n
d d

ie S
tra
frech

tsrefo
rm
,
Ö
sterreich

isch
e R

ich
terzeitu

n
g 1977,

229
 

ff.,
232 f.

63
）

G
.
S
traten

w
erth

,
S
ch
w
eizerisch

es S
tra
frech

t A
T
,
4.
A
u
fl.,

2011,
2 R

n 4 ff.

64
）

V
g
l.
B
om
m
er
,
(F
n
.
10),

V
o
r A

rt 19 R
n 18

「
一
般
的
他
行
為
可
能
性
」。P

.
N
oll,

S
.
T
rech

sel,
S
ch
w
eizerisch

es S
tra
frech

t A
T
 
I,
6.

A
u
fl.,

2004,
148

「
法
、
と
り
わ
け
刑
法
は
、『
普
通
の
』
人
間
の
答
責
か
ら
出
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
た
と
え
こ
れ
が
虚
構
（F

ik
tio
n

）
だ
と
し
て

も
」。
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